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　介護保険料は、3 年ごとに見直すことになっており、第６期介護保険計画で推計した結果、平成 27 年度から
平成 29 年度に必要な介護保険給付費は約 50 億 7,800 万円と見込まれております。
　このうち 22％を 65 歳以上の方（第 1 号被保険者）が負担することとされており、約 11 億 1,700 万円をまか
なうことになります。
　これを被保険者数で割ると介護保険基準額は月額 5,092 円となります。（第 5 期は 4,405 円）
　平成 27 年度から平成 29 年度の介護保険料は次の表のとおりです。

平成 27 年度から介護保険料が変わります

　また、国から 9 段階の保険料所得段階設定基準が示されたため、保険料段階の区分についても見直しを行いま
した。（第 5 期は 6 段階）各個人ごとの保険料の額は、住民税の課税状況等により、次の表のとおり区分されます。

▶ 介護保険料基準額

687

8,200

5,092

61,100

4,405 円円円

円円円52,900

区分 増 加 額

月額

年額

第５期介護保険計画
（24 年度から 26 年度）

第６期介護保険計画
（27 年度から 29 年度）

▶ 介護保険料の額（平成 27 年度から平成 29 年度まで）

生活保護受給者。老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税

所得段階

第１段階

第２段階

保険料の
調整率

保 険 料
（年額）対象となる方

本人年金収入と合計所得金額の合計が80万円以下

本人年金収入と合計所得金額の合計が80万円を超え120万円以下

本人年金収入と合計所得金額の合計が 120 万円を超える

世帯全員が
住民税非課税

本人が

住民税非課税
第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

合計所得金額が 120 万円未満

合計所得金額が 120 万円以上 190 万円未満

合計所得金額が 190 万円以上 290 万円未満

本人年金収入と合計所得金額の合計が80万円以下

本人年金収入と合計所得金額の合計が80万円を超える
住民税課税世帯

本人が

住民税課税

27,500円

合計所得金額が 290 万円以上

×0.45

45,800円×0.75

45,800円×0.75

55,000円×0.90

61,100円基準

73,300円×1.20

79,400円×1.30

91,700円×1.50

103,900円×1.70

問い合わせ先　税務課 課税グループ　☎ 62-8127



　平成 28 年度町職員採用候補者試験（大学卒程度）を下表により行います。受験を希望される方（身体障害者
手帳の交付を受けている方を含みます。）は、町役場備え付けの申込書により期日までにお申し込みください。
部活動経験者の応募を歓迎します。申込書は、町のホームページからもダウンロードできます。
※ 詳細は、ホームページまたは、役場総務課備え付けの受験案内をご覧ください。

▶ 募集区分・職種など

採用予定人員

試験区分
職　　種

受験資格

受付期間

第１次試験

６月２6日（金）まで。
原則本人が役場総務課まで申込書を持参してください。やむを得ず郵送され
る場合は、６月２4日（水）までの消印のあるものに限ります。

行政

大学卒程度

昭和５1年４月２日から平成6年４月１日までに生まれた者。
（学歴は問いません。）

：１０月上旬頃
：三春町役場
：小論文、スポーツ実技による適応力検査、面接など

第２次試験

試 験 日
試験会場
試験内容

そ の 他

試 験 日
試験会場
試験内容

：７月26日（日）
：福島県立福島工業高等学校（福島市森合字小松原１番地）
：教養試験、専門試験（ただし、大学卒程度「行政」は教養試験のみ）
 一般性格診断検査、職場適応性検査
：福島県町村会の統一試験により実施します。

土木
若干名

◆ 町ホームページＵＲＬ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/

三春町の将来像をいっしょに描いてみませんか？

申込み・問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
大
切
な
燃
料
で
す

　

費
用
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
分
別
の
お
願
い

▼ 

問　
住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ 

☎
62-

２
１
４
７

　

ゴ
ミ
の
分
別
の
ご
協
力
、い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。き
れ
い
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、

回
収
後
、
細
か
く
砕
い
て
灯
油
の
「
補
助
燃
料
（
フ
ラ
フ
）」
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
三
春
町
は
、
約
１
７
１
ト
ン
を
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

灯
油
換
算
で
約
１
７
１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
分
、
18
リ
ッ
ト
ル
ポ
リ
容
器
で
約
９
、５
０
０
本
で
す
。

　田村西部環境センターに運ばれ、機械で
細かく砕いて、灯油の補助燃料（フラフ）と
して使われ、燃料費を抑えています。

　プラスチックごみは、汚れをふき取ったり、
さっと水洗いし水気を切って出してください。

単独浄化槽
・汲取
49.7%公共下水道

71.6%
公共下水道
71.6%

合併浄化槽9.4%

農業集落排水
2.3%

その他 0.4%

単独浄化槽
・汲取
49.7%合併浄化槽

25.7%
合併浄化槽
25.7%

公共下水道
12.3%

農業集落排水12.3%

合併
浄化槽
21.6%

単独浄化槽
・汲取
30.8%

合併
浄化槽
21.6%

農業集落排水
5.2%

その他 0.1%

公共下水道
42.3%
公共下水道
42.3%

三
春
町
の
下
水
道
の
状
況

下
水
道
紹
介
コ
ー
ナ
ー▼ 

問　
企
業
局 

下
水
道
グ
ル
ー
プ 

☎
62-

２
５
０
０

　

町
で
は
、
ト
イ
レ
や
お
風
呂
、
台
所
な
ど
か
ら
流
れ
る
生
活
排
水
を
適
正
に
処
理
し
、
川
や

街
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
、
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
下
水
道
、
農
業
集
落

の
施
設
お
よ
び
埋
設
管
の
整
備
は
ひ
と
段
落
し
、
今
後
は
、
合
併
浄
化
槽
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、汚
水
衛
生
処
理
率
が
向
上
し
て
い
る
三
春
町
で
す
が
、

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

汚
水
衛
生
処
理
率
は
、
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
施

設
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
接
続
状
況
を
示
す
指
標
で
、
各
自

治
体
の
総
人
口
に
対
す
る
下
水
道
、
集
落
排
水
施
設
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
利
用
人
口
の
合
計
値
の
割
合
と
な
り
ま
す
（
す

べ
て
の
生
活
雑
排
水
を
処
理
し
て
い
な
い
単
独
浄
化
槽
は
、
含

ま
れ
ま
せ
ん
）。

　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
三
春
町
の
汚
水
衛
生
処
理
率
は
約

50
・
３
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
汚
水
衛
生
処
理
率
は
年
々

向
上
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
平
均
に
比
べ
る
と
低
い
水
準
に
あ

り
ま
す
。
今
後
も
処
理
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
補
助
事
業

に
よ
る
合
併
浄
化
槽
の
設
置
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
末
時
点
で
の
整
備
人
口
お
よ
び
接
続
状
況
は
、

上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

○ 

町
の
汚
水
衛
生
処
理
率
に
つ
い
て

○ 

汚
水
処
理
施
設
の
整
備
人
口
お
よ
び
接
続
状
況

参照：総務省
平成 25 年度末

平成 25 年度末

町の汚水処理状況

県の汚水処理状況

国の汚水処理状況

参照：総務省
平成 25 年度末

62.6 ％2,241

1,222
729
 288

4,658
9,138

3,582

三春町の汚水処理施設接続状況 平成 25 年度時点

公共下水道
農業集落排水
下舞木地区

中妻地区
過足地区

合併浄化槽
全体

1,397
1,047

288
11,839
18,153

87.5 ％
69.6 ％
100 ％
40.4 ％
50.3 ％

区域内人口 ( 人 ) 接続人口 ( 人 ) 接続率 (%)

※
※ 平成 26 年 3 月末現在の住民基本台帳人口による。

汚水衛生処理率

汚水衛生処理率

汚水衛生処理率

50.3％

69.2％

83.7％
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10
月
以
降
か
！

も
う
す
ぐ
だ
ね
。

マイナンバー制度に

関するお問い合わせは
平日 9 時 30 分〜 17 時 30 分（土日祝日・年末年始を除く）
※一部 IP電話等上記ダイヤルに繋がらない場合は050-3816-9405におか
けください。※ナビダイヤルは通話料がかかります。
※外国語対応（英語）は0570-20-0291

問い合わせ先　総務課企画情報グループ　☎ 62-8125

0570-20-0178
マ　イ　ナンバー

(全国共通ナビダイヤル )

マイナンバー制度についてのお知らせ　vol.2

　マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）は、国民一人ひとりに 12 桁の番号を付番し、国民の利便性向上や
行政の効率化を図るための制度です。一生使う番号ですので大切にしてください。

マイナンバーの通知
〒簡易書留にて

マイナンバーはいつから誰がどのような場面で使うの？の巻

?
マイナちゃん こまりん

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

自
分
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

い
つ
わ
か
る
の
？

あ
っ
！
こ
ま
り
ん

そ
う
い
え
ば
、

わ
た
し
住
民
票

あ
っ
た
っ
け
？

こ
ま
り
ん
住
民
票

あ
る
の
か
な

ど
う
や
っ
て
わ
か
る
の
？

お
知
ら
せ
が
く
る
の
？

通
知
は
各
市
町
村
か
ら

住
民
票
の
住
所
に

通
知
カ
ー
ド
が
届
き
ま
す
。

住
民
票
の
住
所
と
違
う

所
に
住
ん
で
い
る
人
は

注
意
が
必
要
だ
ね
。

????

自分のマイナンバーはいつわかるの？ の巻マイナちゃん

10
10

10 10
10

1010

10
10

10

う
ん
！

次回予告

今
年
の
10
月
以
降
だ
よ

5

外
国
籍
で
も

住
民
票
の
あ
る
人
は

対
象
で
す
。



﹁
カ
ラ
カ
ラ
で
　
蛇
口
に
飛
び
込
む
　
僕
の
口
﹂

《
６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す
》

水
道
料
金
は
大
事
な
財
源

　

こ
の
水
道
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭
の
蛇
口
ま

で
お
届
け
す
る
費
用
は
、
町
の
税
金
で
は
な

く
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

水
道
事
業
を
支
障
な
く
運
営
し
て
い
く
に

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金
が
主
な
財
源

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水
量
料
金
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か
か
わ
ら
ず

い
た
だ
く
料
金
で
、
水
量
料
金
は
使
用
水
量

に
応
じ
て
い
た
だ
く
料
金
で
す
。

　

納
期
限
は
、現
金
払
い
は
奇
数
月
の
月
末
、

口
座
振
替
の
場
合
は
、奇
数
月
の
25
日
で
す
。

▼ 
便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
あ
な
た
の
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
を
支
払
う
制
度
で

す
。

　

各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融
機
関
届
出
印

鑑
と
通
帳
お
よ
び
水
道
料
金
の
領
収
書
を
持

参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

水
道
蛇
口
パ
ッ
キ
ン
の
交
換

　

期
間
中
は
、
高
齢
者
世
帯
の
水
道
蛇
口
の

パ
ッ
キ
ン
を
無
料
で
交
換
し
ま
す
。

　

水
漏
れ
の
心
配
な
方
は
、「
上
下
水
道
料

金
等
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載
の
「
使
用
者
番

号
」
を
確
認
の
う
え
、
訪
問
希
望
日
を
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象

　

高
齢
者
の
世
帯
（
65
歳
以
上
）
で
、
水
が

止
ま
り
に
く
く
な
っ
た
水
道
の
蛇
口

※ 

１
世
帯
２
か
所
以
内
で
、
レ
バ
ー
式
の

　

も
の
を
除
き
ま
す
。

▼ 

期
間　
６
月
１
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

※ 

土
・
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

︻
取
扱
金
融
機
関
︼

　

た
む
ら
農
協
・
東
邦
銀
行
・
郡
山
信
用
金

庫
（
各
本
店
・
各
支
店
）、
郵
便
局
、
東
北

労
働
金
庫
（
郡
山
支
店
・
郡
山
東
支
店
）

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

　

水
道
週
間
が
６
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。 

　

私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水
道
は
、
日
々
の
生
活
に
欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
の
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
日

夜
努
め
て
い
ま
す
。

　

第
18
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
６
月
14
日
（
日
）
に
中
郷
学
校
お
よ
び
三
春
ダ
ム

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
ダ
ム
周
辺
道
路
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
両
の
通
行
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
規
制
さ
れ
る
内
容
は
、
表
お
よ
び
地
図
の
と
お
り
で
す
が
、
規
制

区
間
以
外
で
も
ラ
ン
ナ
ー
が
走
行
し
ま
す
の
で
、
徐
行
運
転
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▶ 交通規制

▶ 交通規制（車両通行止め）位置図

▼ 

問　
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
（
三
春
交
流
館
内
）

　
　
　

 

☎ 

62-

３
８
３
７

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
の
た
め

　
　
　
　
　

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す

県道谷田川三春線

町道滝滑津線

町道柴原神久保線

滝狐田線

西子田五郎内線

① 　 ②

③ 　 ⑤

⑥ 　 ⑦

③ 　 ④

② 　 ⑩

車両通行止め

時間

午前9時30分
〜午後０時

午前9時30分
〜11時30分

車両片側通行規制
（西方から蛇石方面）⑧ 　 ⑨県道郡山大越線

規制内容区間路線名
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情報公開・個人情報保護制度運用状況
平成 26 年度の運用状況は、次のとおりです。

▼ 自己情報開示

◆ 問　総務課　企画情報グループ　☎ 62-8125

4 1 3 0 0

結果
実施機関 請求件数

開示 部分開示 不開示 不存在

町長
3 １ 2 0 0教育委員会

▼ 公文書開示 単位：件

● 情報公開制度とは？
　情報公開制度とは、町政に対する理解と信頼を深め
るため、三春町が保有する行政情報について、皆さん
からの請求を受けて、公文書の閲覧や写しを交付する
制度です ｡
● 個人情報保護制度とは？
　個人情報保護制度とは、個人情報を適正に取扱うととも
に、三春町が保有する個人情報の開示、訂正などを請求す
る権利を保障する制度です ｡ どなたでも自分の情報につい
て請求できます。

6 6 0 0 0

結果
実施機関 請求件数

開示 部分開示 不開示 不存在

町長

単位：件

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
紹
介

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
、
町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
お
元
気
な
方
が
各
地
区
に
集
ま
り
、
健
康
維
持

の
た
め
の
運
動
や
口
腔
、
栄
養
に
つ
い
て
、
専
門

の
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

毎
回
好
評
の
に
こ
に
こ
元
気
塾
で
す
が
、
今
回

は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
登

録
者
は
48
名
で
、
実
施
地
区
の
中
で
一
番
多
く
、

毎
回
35
名
程
度
の
参
加
者
が
い
ま
す
。
に
ぎ
や
か

に
運
動
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
昔
話
を
聞
い
た
り

と
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
見
学
や
申
込
み
は
随
時

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

橋
本
睦
さ
ん
（
新
町
）

　
お
友
達
に
誘
わ
れ
て
半
年
前

か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
運
動

や
口
腔
﹆交
通
安
全
教
室
な
ど
﹆

毎
回
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

メ
ニ
ュ
ー
が
気
に
入
っ
て
毎
週

楽
し
み
に
来
て
い
ま
す
。

泉
田
ヨ
ネ
子
さ
ん
（
荒
町
）

　
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い
る
時

も
﹆
に
こ
に
こ
元
気
塾
で
皆
さ

ん
と
お
話
や
運
動
を
す
る
と
﹆

気
持
ち
が
晴
れ
や
か
に
な
り
足

取
り
も
軽
く
な
り
ま
す
。

柳
田
政
夫
さ
ん
・
敏
子
さ
ん

ご
夫
妻
（
北
町
）

　

夫
は
外
出
す
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
﹆
昨
年
末
に

二
人
で
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
﹆
明
る
い
笑
顔
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
﹆
と
て
も
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

○ バスで町内の花
見をしました（上）
○ 方言で昔話を
聞きました（左）

 

平
成
27
年
度
町
臨
時
職
員
を

　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢石会館
駅前集会所
中郷地区交流館

曜日地区 会場 6月開催日
1日・8日・22日・29日
2日・9日・16日・23日
9日・16日・23日・30日

3日・10日・17日・24日

4日・11日・18日・25日

5日・12日・19日・26日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
の
臨
時
職
員
の
登

録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼ 

募
集
職
種　

　

事
務
補
助
員（
保
健
福
祉
課
で
の
補
助
業
務
）

▼ 

勤
務
の
期
間
・
時
間

▽ 

雇
用
期
間　
７
月
１
日
か
ら
６
か
月
以

　

内
（
更
新
あ
り
）

▽ 

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　

時
15
分

▼ 

募
集
人
数　
１
名

▼ 

保
険
等
の
加
入　

　

勤
務
日
数
・
勤
務
時
間
に
よ
り
社
会
保
険
・

労
働
保
険
に
加
入

▼ 

賃
金　
１
日
６
、２
０
０
円

▼ 

受
付
期
間

　

６
月
１
日
（
月
）
～
19
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▼ 

応
募
方
法

　

履
歴
書
を
持
参
の
う
え
、
本
人
が
お
い
で

く
だ
さ
い
。
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

▼ 
申
込
・
問　
総
務
課 

庶
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
１
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環境創造センターでは、どんな研究をするの？環境創造センターでは、どんな研究をするの？環境創造センターでは、どんな研究をするの？

国立環境研究所って？

被災地の環境回復に貢献します

被災地の環境回復・復興
将来の災害に備えた、環境と安全を守る社会づくり

①廃棄物の処理処分技術・システム ②環境動態、被ばく、生物・生態系

被災地の新しいまちづくりに貢献します 将来の災害に備えます

　県が三春町（田村西部工業団地内）に整備する環境創造センター。今月号では、研究棟に入居する国立環境研
究所からのメッセージをご紹介します。国立環境研究所は環境研究を総合的に進める国の中心的機関です。

　三春町の皆さん、こんにちは。
　私たち国立環境研究所は、平成 28 年度から三春町の環境創造センターに入居し、福島県や日本原子力研究開発機
構（JAEA）※とともに、被災地の復興に向けた様々な研究を行っていきます。これからどうぞよろしくお願いします。
※  JAEA　国で唯一の原子力に関する総合的な研究機関です。

　茨城県つくば市にある国立環境研究所は、その名の通り、環境全般に関する研究
を広く行う研究所です。東日本大震災後は、国や地方自治体と連携しながら、様々
な被災地支援の研究活動を行ってきました。
　昨年の 11 月には「三春交流館まほら」において出前講座を行い、私たちが行って
いる研究についてお話をするとともに、地域の皆さんと交流させていただきました。

　福島県をはじめとする自治体や JAEA などの研究機関、住民の方 と々協力しながら、以下の 3 つの大きなテーマにつ
いて研究を行います。被災地の環境回復と創生のために、地域に根ざして、様々な地域環境の課題に取り組んでいきます。

　放射性物質に汚染された廃棄物や土壌を処理する
技術を開発したり、処理・処分施設を長期的に管理
する方法などを研究します。

　被災地が復興し、新しい環境を創るまでの流れ
を支援する方法を研究します。また自治
体と協力しながら、地域の実態に合わ
せた環境都市づくりを支援します。

　災害と環境に関する研究で得られた知識をまとめ、
災害が環境にどう影響するか、災害
に対応できる社会づくりをどのよう
に進めるか、などの研究を行います。

　森や川などでの放射性物質の汚染実態や動きを把
握して、将来の予測をします。また、人への被ばく量
の推計や、生物・生態系に対する影響を研究します。

問い合わせ先　国立環境研究所　福島支部準備室　☎ 029-850-2276
　　　　　　　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

三春出前講座のようす

環境回復研究

環境創生研究 災害環境マネジメント研究
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　４月 21 日、各地区のまちづくり協会から推薦された 66 名の方々に委嘱状が交付されました。
　健康づくり推進員は、活動の中から生まれる出会いおよびふれあいを通して、自分自身を豊かにするとともに、
家庭や地域に健康づくり活動を普及させることを活動の目的としています。任期は 1 年間です。
　1 年間の任期の中で、研修会へ参加し、健康づくりに役立つ学習をするほか、町や地域が行う保健事業への参加
協力などを通して、地域の健康づくりを推進していきます。皆さん、地域の推進員さんをよろしくお願いします。

各地区の健康づくり推進員さんをご紹介します

＜旧町地区＞※敬称略
佐久間善子、佐久間とし、小山美智子、鈴木美代、大内正子、
佐藤ヨシ子、山崎正、横山洋子、小松興男、服部昇、大津早苗

＜沢石地区＞※敬称略
佐久間秀子、佐久間豊子、佐久間アサ子、佐久間末子、石井和恵、
遠藤千惠子、飛田君子、橋本のり子、佐久間咲子、佐久間悦子

＜要田地区＞※敬称略
中山つね子、平手博子、渡邉玲子、橋本クニ子、丸山マユミ、
橋本とき子、佐藤真紀子、菅野よしえ

＜御木沢地区＞※敬称略
大和田清美、上野美知代、伊藤照子、伊藤榮子、小山富子、
橋本さち子、渡辺香代

＜岩江地区＞※敬称略
増子弘子、影山博子、箭内江美子、眞屋惠美子、武部千恵、 山
成子、鈴木千恵子、會田洋子、影山操、小澤良子、本間ユキ子

＜中妻地区＞※敬称略
増子留美、宗方信恵、渡辺幸子、本田律子、三瓶愛子、
山村登美子、千葉かおる、上石ミサ子

＜中郷地区＞※敬称略
影山みどり、伊藤京子、八木沼里美、近内美枝子、白岩祐子、村上
福子、宗像七重、村上カツヨ、武田ミイ子、村上美幸、大内さち子

旧町地区の健康づくり推進員の皆さん

沢石地区の健康づくり推進員の皆さん 要田地区の健康づくり推進員の皆さん

御木沢地区の健康づくり推進員の皆さん

中妻地区の健康づくり推進員の皆さん

岩江地区の健康づくり推進員の皆さん

中郷地区の健康づくり推進員の皆さん

委嘱状交付式のようす

問い合わせ先　保健センター　☎ 62-5110
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● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

平成27年
5月12日
0.10
0.11
0.09
0.11
0.10
0.12
0.09
0.10
0.12
0.11
0.12
0.11
0.12
0.11
0.12

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.09）
（0.07）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.07）

平成27年
4月7日
0.12
0.11
0.10
0.12
0.12
0.14
0.11
0.11
0.13
0.13
0.13
0.13
0.14
0.10
0.12

（0.08）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.09）
（0.07）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.08）
（0.06）
（0.10）
（0.09）
（0.09）
（0.07）

◆ 中妻地区仮置き場

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮置き場
における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮
置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

平成27年
5月14日

0.29
0.15
0.22
0.15
0.12
0.13
0.18 
0.16
0.16 
0.14 
0.16
0.21 
0.13
0.12 
0.32
0.31
0.28 

平成27年
4月9日

0.27
0.14
0.21
0.15
0.12
0.12
0.17 
0.15
0.16 
0.14 
0.16
0.20 
0.13
0.13 
0.31
0.31
0.27 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
○ 主な施設
　除染対策課 ☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ ☎ 62-2113

◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

● 問い合わせ先　
　除染対策課 ☎ 62-1122

1cm高
0.11
0.12
0.12
0.12
0.17
0.13
0.10
0.13
0.13
0.14

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 5月11日

0.11
0.14
0.11
0.13
0.24
0.13
0.10
0.13
0.10
0.23

0.14
0.19
-
0.09
0.16
-
0.09
0.11
0.11
-

①
0.14
0.14
0.13
0.09
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.14
0.14
0.14
0.13

0.11
0.12
0.13
0.13
0.11

0.12
0.12
0.10
0.10
0.12

0.10
0.12
0.12
0.14
0.09

0.13
0.15
0.14
0.12
0.09

0.09
0.07
0.09
0.14
0.16

4月1日
4月8日
4月15日
4月22日
4月28日

測定日／測定点 ①
0.22
0.20
0.19
0.21
0.21

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.19
0.18
0.18
0.17
0.17

0.21
0.19
0.17
0.20
0.18

0.15
0.14
0.13
0.13
0.13

0.12
0.12
0.12
0.13
0.12

0.10
0.12
0.10
0.11
0.12

0.12
0.12
0.13
0.14
0.15

4月1日
4月8日
4月15日
4月22日
4月28日

測定日／測定点 ①
0.10
0.11
0.11
0.10
0.12

② ③ ④
0.14
0.14
0.12
0.13
0.14

0.10
0.10
0.11
0.10
0.11

0.16
0.15
0.15
0.16
0.15

4月1日
4月8日
4月15日
4月22日
4月28日

測定日／測定点

①
0.11
0.11
0.11
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.12
0.13
0.11

0.12
0.12
0.10
0.12

0.11
0.10
0.09
0.11

0.07
0.07
0.08
0.08

0.09
0.09
0.10
0.10

0.11
0.10
0.10
0.10

4月4日
4月11日
4月18日
4月25日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場

①
0.09
0.08
0.09
0.07
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.09
0.10
0.09
0.10
0.13

0.09
0.10
0.08
0.10
0.16

0.17
0.17
0.12
0.16
0.13

0.16
0.16
0.15
0.14
0.13

0.08
0.08
0.07
0.08
0.08

0.14
0.14
0.14
0.16
0.15

4月1日
4月8日
4月15日
4月22日
4月28日

測定日／測定点

 環境放射線量測定値をお知らせします
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◆ 

第
78
回
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
田
村
２
０
１
５
」
開
催

　

４
月
23
日
、
本
校
恒
例
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
同
窓
会
の
白
岩
良
子
会
長
よ

り
激
励
の
言
葉
を
、
そ
し
て
レ
ー
ス
開
始
時

に
は
ス
タ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
年
度
も
距
離
の
異
な
る
４
つ
の
コ
ー
ス

を
10
分
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

好
天
の
三
春
路
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
抜

け
ま
し
た
。

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
実
力
に
応
じ

て
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
た

め
、
す
が
す
が
し
い
笑
顔
と
と
も
に
達
成
感

に
あ
ふ
れ
た
様
子
で
出
場
者
全
員
が
ゴ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
、
よ
り

高
い
目
標
を
設
定
し
、
難
コ
ー
ス
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
本
校
教

職
員
も
多
数
参
加
し
、
気
持
ち
の
よ
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
会
参
加
生
徒
全
員
に
同
窓
会

よ
り
大
会
名
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
記
念
品
と

し
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 
平
成
27
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
松

　
径
会
総
会
を
開
催

　

４
月
25
日
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
松
径
会
総
会
が

本
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
例
年
同
様
多
く
の
保
護

◎ 

優
勝
者
一
覧

▼ 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス

　

男
子　

小
林
哲
平
（
３–

６　

郡
山
一
）

▼ 

ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス

　

男
子　

古
宮
淑
登
（
３–

４　

三
春
）

　

女
子　

渡
邉
里
穂
（
２–

３　

船
引
南
）

▼ 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス

　

男
子　

安
齋
和
諒
（
３–

２　

岩
江
）

　

女
子　

佐
藤
萌
恵
（
１–

４　

船
引
）

▼ 

ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス

　

男
子　

渡
邉
和
希
（
２–

４　

船
引
南
）

　

女
子　

佐
藤
姫
尚
（
２–

４　

二
本
松
一
）

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

◎ 

コ
ー
ス

▼ 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス
（
17・５
㌔
）

　

学
校 

→ 

旧
三
春
中
学
校 

→ 

松
橋 

→ 

成

田 

→ 

沢
石
（
中
山
家
住
宅
） 

→ 

日
中
内 

→ 

御
祭 

→ 

御
木
沢
小
学
校
下 

→ 

担
橋 

→ 

旧

三
春
中
学
校
→
学
校

▼ 

ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス
（
11・５
㌔
）

　

学
校 

→ 

旧
三
春
中
学
校 

→ 

松
橋 

→ 

成

田 
→ 

日
中
内 

→ 

御
祭 

→ 

御
木
沢
小
学
校

下 
→ 
担
橋 

→ 

旧
三
春
中
学
校 

→ 

学
校

▼ 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス
（
７・０
㌔
）

　

学
校 
→ 
旧
三
春
中
学
校 

→ 

松
橋 

→ 

御

祭 

→ 

御
木
沢
小
学
校
下 

→ 

担
橋 

→ 

旧
三

春
中
学
校 

→ 

学
校

▼ 

ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス
（
４・５
㌔
）

　

学
校 

→ 

旧
三
春
中
学
校 
→ 

松
橋 

→ 

御

木
沢
小
学
校
下 

→ 

担
橋 

→ 
旧
三
春
中
学
校 

→ 

学
校

スターターを務める
同窓会会長の白岩良子さん

一斉にスタートする生徒たち

あいさつをする伊藤幹泰会長

者
の
方
々
に
授
業
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
田
正
弘
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
、平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、

平
成
27
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
今
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼  

Ｐ
Ｔ
Ａ　

▽ 

名
誉
会
長　
長
岐
博
（
校
長
）

▽ 

会
長　
　
　
伊
藤
幹
泰

▽ 

副
会
長　
　
菊
田
久
光
、
吉
田
祐
二

　
　
　
　
　
　

 

志
賀
恵
一
、穐
本
哲
哉（
教
頭
）

▽ 

庶
務　
　
　
吉
野
敏
治
、澤
井
修
司（
教
諭
）

▽ 

会
計　
　
　
五
十
嵐
さ
お
り
、野
口
修（
教
諭
）

▽ 

会
計
監
査　
神
晃
、
藤
井
康
、
佐
藤
紀
道

▽ 

顧
問　
　
　
鈴
木
廣
一
、
田
村
功

▼ 

松
径
会　

▽ 

名
誉
会
長　
長
岐
博
（
校
長
）

▽ 

会
長　
　
　
鈴
木
義
孝
（
町
長
）

▽ 

副
会
長　
　
伊
藤
幹
泰
、
白
岩
良
子

　
　
　
　
　
　

  

穐
本
哲
哉
（
教
頭
）

▽ 

幹
事
長　
　
菊
田
久
光

▽ 

顧
問　
　
　
伊
藤
寛
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○ 御木沢小学校
　雨天で体育館での実施でしたが、
迫力ある競技に盛り上がりました。

12問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　小学校や中学校の１クラスの人数は、国の規定では 40 名以下とされています（ただし、小学
校 1 年生は 35 人）が、福島県では、国の規定を下回る人数で学級を編制しています。
　例えば、小学校１・２年生と中学校１年生は 30 名以下で学級を編制しており、これは、児童
生徒が入学して学校生活に適応するまで、きめ細やかな指導が必要だからです。
　また、さらにその他の全ての学年で 33 人以下の学級を編制できるようにし、義務教育９年間
にわたる一貫したきめ細やかな指導を実現しています。
　新年度がスタートして３か月、三春町でも、少人数の学級編制を生かし、児童生徒が充実した学
校生活を送ることができるように、さらに、少人数によるきめ細やかな指導の充実を図っていきます。

● 少人数によるきめ細やかな指導の実現

○ 三春小学校
　５・６年生、118 名による鼓笛演奏です。今日のこ
の日のために演奏と隊形移動の練習を一生懸命頑張っ
てきました。青空の下で最高の演奏ができました。

よさこいソーランのようす

　三春町内の各小学校で運動会が行われました。各学校とも
5 月 16 日を予定していましたが、雨模様のため体育館で行っ
た御木沢・要田小学校以外は 17 日に延期になりました。
　各校とも場所は違っていても、元気な子どもたちの姿が見
られ、多くの保護者や町民の皆さんに声援を送っていただき
ました。
　紙面の関係で今回掲載できなかった岩江小学校、中妻小学
校、要田小学校の様子については、次回の情報ステーション
の中で紹介させていただきます。

● 各小学校で運動会が行われました！

鼓笛のようす

○ 沢石小学校
　さわやかな青空の下、紅組も白組
も優勝目指して全力で頑張りました。

○ 中郷小学校
　晴天のもと、地域の皆さんと一緒になっ
て笑顔あふれる楽しい運動会になりました。

鼓笛のようす 玉入れのようす

　

今
年
度
本
校
は
、
教
育
目
標｢

心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成｣

と｢

い
き
い
き
、
わ
く
わ
く
、
え
顔
い
っ
ぱ
い
、
岩
江
っ
子｣

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
子
ど
も
と
教
職
員
・
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
日
々
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
初
め
の
「
１
年
生
を
迎
え
る
会
」。
１
年
生
を
エ
ス
コ
ー
ト
し

て
入
場
す
る
６
年
生
は
、
自
信
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
自
分
た
ち
が
育
て
た
ア
サ
ガ
オ
の
種
を

う
れ
し
そ
う
に
手
渡
し
た
２
年
生
は
、
１
年
生
に
頼
ら
れ
る
う
れ
し

さ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
は
に
か
ん
で
お
手
紙
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
合

い
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
上
級
生
と
し
て
の
自
覚
と
行
動
が

生
ま
れ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
４
月
下
旬
に
は
、
県
内
在
住
の
弁
護
士
２
名
を
お
迎
え
し

て
「
い
じ
め
防
止
出
前
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。
６
年
生
は
、
こ
の

学
習
を
通
し
て｢

思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も｣

と
は
何
か
、
心
身
と

も
に
健
康
な
心
や
行
動
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
真
剣
に

考
え
て
い
ま
し
た
。

　

｢

岩
江
小
学
校
・
岩
江
地
区
大
運
動
会｣

で
は
、｢

勝
利
を
つ
か

め
！
力
を
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
！｣

の
テ
ー
マ
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
は
日
頃
の
学
習
成
果
と
、
子
ど
も
ら
し
い
元
気
と
笑
顔

を
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
に
送
り
届
け
よ
う
と
各
演
目
や
係
活
動

に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
保
護
者
・
地
域
の
方
々
が
見
守

る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
は
ラ
ジ
オ
体
操
や
応
援
合
戦
、
紅
白
玉
入
れ
、

鼓
笛
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
の
演
目
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

岩
江
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

◆ １年生を迎える会のようす



町立三春病院News町立三春病院News

４月９日～５月８日に
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

︻
福
祉
︼

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　

芸
能
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▽ 

物
品

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／

ひ
ま
わ
り
の
会
／
上
野
ト
ク

（
平
沢
）
／
村
上
貞
子
（
八
島

台
）
／
齋
藤
キ
ミ
子
（
大
町
）

／
橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／

橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／

山
下
洋
子
（
小
浜
海
道
）
／

橋
本
光
子
（
御
免
町
）
／
宍

戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）
／
宗

像
文
子
（
船
引
町
）
／
國
分

シ
ヅ
子
（
新
町
）
／
石
塚
ハ

ツ
ヨ（
荒
町
）／
渡
辺
芳
雄（
馬

場
）

▼ 

災
害
義
援
金
（
支
援
金
）

　

加
藤
孔
一
（
愛
知
県
）

▼ 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

三
浦
秀
夫
（
千
葉
県
）

　

織
方
郁
映
（
東
京
都
）

　

渡
辺
学
（
神
奈
川
県
）
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　公益財団法人星総合病院では、医療と農業の連携により
新しい地域コミュニケーションの場を構築し、地域創生に
繋げていくことを目指し、今年度より農業事業に参入する
ことと致しました。高齢者・障害者支援と地域社会の活性
化を目的とした壮大なプロジェクトとなっております。
　三春病院においても、病
院敷地の一角に畑を作りま
した。熊耳の市川様のご指
導のもと、主に敬老園の入
園者の皆さんが野菜栽培等
を行います。

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

補聴器の日（６月６日）
　日本補聴器販売店協会と日本補聴器工業会は、平成 11 年に「６月６日は補聴器の日」と制定
しました。
　６月は補聴器の大敵である高温・多湿の季節の始まりであり、メンテナンスをお願いする大切
な時期です。また「６・６」の数字は片方を裏返すと「６・∂」となり両耳の穴のような形にな
ること、さらに、聴こえの弱った耳（３月３日）に補聴器というもう一つの耳をつけることを、
３月３日×２＝６月６日としたことなどから、この日が「補聴器の日」と制定されました。
　補聴器を通して、多くの人々が抱えている「聞こえ」についての悩みが改善されていくことを
目指し、啓発活動が行われています。

★ ボランティアコンサート（４月 24 日）

　東病棟デイルームにおいて、橋本正則様による
ボランティアコンサートを開催しました。ギター
とハーモニカを使って、「高校三年生」、「さくら」、

「青い山脈」等の曲を
披露していただきま
した。参加された方
々はメロディーに合
わせて一緒に歌うな
ど楽しいひとときを
過ごしました。

★ ほしくま絵本完成

　公益財団法人星総合病院公式キャラクター「ほしくま」絵本製作プロジェクトの第１弾として、平成 26 年度に
実施した「第 1 回ほしくま絵本コンクール」（応募総数 72 点）の最優秀作品『しあわせあじの しろいほし』の絵本
が完成しました。
　この度の栄えある受賞作品の作者は、三春町に住むイラストレーターの宮
田美穂さんです。絵本のストーリーはもちろん、絵もとても可愛く、幸せな
気持ちになれる作品となっております。完成した絵本は郡山市や三春町の保
育施設・医療機関・図書館等に寄贈させていただきました。
　なお、三春病院には、内科外来・耳鼻科外来・小児科外来待合室に配架し
ておりますので、ご来院の際はぜひご覧ください。
▶ 絵本に関するお問い合わせ
　公益財団法人星総合病院　公益事業推進室　椎名　☎  024-983-5511

補聴器の日
ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ
「ロロくん」

ボランティアコンサートのようす

★ 畑作始めました（５月）

畑作業のようす



第
１
回
お
城
山
ま
つ
り
が

　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

新
規
三
春
町
認
定
農
業
者
を

　
　
　
　
　

認
定
し
ま
し
た

カ
タ
ク
リ
の
里
の
鑑
賞
者
が

　

１
万
人
を
突
破
し
ま
し
た

　

こ
の
た
び
吉
田
治
さ
ん
（
実
沢
）、
橋
本
政

男
さ
ん
（
平
沢
）、
黒
羽
徳
三
さ
ん
（
貝
山
）、

橋
本
政
雄
さ
ん
（
北
成
田
）
の
４
名
が
、
三
春

町
認
定
農
業
者
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
を
専
業
で
行
う
た
め
に
必
要
な

収
入
や
労
働
条
件
の
目
標
を
設
定
し
、
農
業
の

質
を
高
め
る
た
め
に
作
成
し
た
農
業
経
営
改
善

計
画
が
三
春
町
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
春
町
認
定
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
今
回
の

認
定
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
経
営
内
容
を
確
立

し
、
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

認定式のようす

　

山
田
に
あ
る
カ
タ
ク
リ
の
里
の
観
賞
者
が
、

平
成
24
年
の
カ
ウ
ン
ト
開
始
か
ら
今
年
４
月
14

日
で
通
算
１
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
１
万
人
目

と
な
っ
た
新
潟
の
坂
口
さ
ん
に
は
、
記
念
に
数

年
に
１
度
出
れ
ば
幸
運
と
い
う
白
い
カ
タ
ク
リ

の
花
の
写
真
と
、
カ
タ
ク
リ
の
苗
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

カ
タ
ク
リ
の
里
は
、
約
15
年
前
に
山
の
雑
木

林
で
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
30
人
ほ
ど
で
結
成
さ

れ
た
山
田
カ
タ
ク
リ
愛
好
会
の
熱
心
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
守
ら
れ
続
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
株
は
密

集
度
を
高
め
自
生
す
る
範
囲
も
自
然
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
か
ら
近
い
場
所
に
あ
る
と
い
う

交
通
の
便
の
良
さ
も
あ
り
、
県
内
外
か
ら
沢
山

の
方
が
訪
れ
ま
す
。
毎
年
４
月
の
第
２
日
曜
日

に
開
催
す
る
感
謝
祭
で
は
、
お
に
ぎ
り
や
豚
汁

の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
愛
好
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
温
か
な
お
も
て
な
し
も
好
評
で
す
。

１万人目となった坂口さん（中央）

　

４
月
25
日
、
お
城
山
公
園
に
お
い
て
「
第
１

回
お
城
山
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
増
子
弘
昌
お
城
山
ま
つ
り
実

行
委
員
長
に
よ
り
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
後
、

甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
武
者
た
ち
が
出
陣
の
勝
ど

き
を
上
げ
ま
つ
り
が
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
三
春
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
盆
太
鼓
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
日
本
舞
踊

や
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
よ
さ
こ
い
な
ど
の
演
芸

が
各
団
体
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
で
は
、
お
城
山
に
隠
さ
れ
た
宝
を
探

す
「
宝
さ
が
し
ラ
リ
ー
」
や
、
町
内
の
飲
食
店
を

巡
っ
て
抽
選
会
に
参
加
す
る「
三
春
グ
ル
メ
ぐ
り
」

な
ど
多
彩
な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
城
山
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
桜
の
木
々
の

も
と
少
し
遅
れ
た
お
花
見
大
宴
会
と
な
り
ま
し

た
が
、
大
い
に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

開会式で勝どきを上げる武者たち
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石
井
公
義
消
防
団
長

　

春
の
褒
章
藍
綬
褒
章
受
章

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
27
年
度
夏

季
企
画
展
と
し
て
、
福
島
県
立
博
物
館
移
動

展
「
見
る
・
さ
わ
る
世
界
の
化
石
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

県
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
世
界
の
化
石
標
本

に
基
づ
き
、
生
物
の
歴
史
と
化
石
の
楽
し
さ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
世
界
各
地
・
各
時
代
の
代
表

的
な
化
石
に
よ
り
、
生
物
の
進
化
と
多
様
性
、

地
球
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
福
島

県
内
か
ら
産
出
し
た
化
石
も
展
示
し
ま
す
。
見

る
だ
け
で
は
な
く
、
化
石
を
手
に
取
っ
て
感
触

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
「
見
て
！
さ
わ
っ
て
！
」
の
展
示
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

関
連
行
事
に
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
な

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
み
開
始
時
期

や
方
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

会
期　
７
月
18
日
（
土
）
～
８
月
30
日
（
日
）

▽ 

会
期
中
の
休
館
日　
７
月
21
日
（
火
）・

　

27
日
（
月
）・
８
月
３
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・

　

17
日
（
月
）・
24
日
（
月
）

▼ 

会
場　
資
料
館
企
画
展
示
室

▼ 

入
館
料　
通
常
入
館
料
（
一
般
・
大
学
生

　

３
０
０
円
、
小
・
中
・
高
校
生
な
ど
１
５
０
円
）

★ 
関
連
行
事　

▼ 
展
示
解
説

▽ 
日
時　
７
月
18
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽ 

場
所　
資
料
館
企
画
展
示
室

▽ 

講
師　
福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員

※ 

入
館
料
が
必
要
で
す
。

▼ 

実
技
講
座
﹁
化
石
標
本
を
つ
く
ろ
う
﹂

※ 

事
前
申
込
要

平
成
27
年
度
夏
季
企
画
展

福
島
県
立
博
物
館
移
動
展
「
見
る
・
さ
わ
る
世
界
の
化
石
」
開
催

　

春
の
褒
章
の
伝
達
式
が
５
月
15
日
に
ス
ク
ワ
ー

ル
麹
町
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
行
わ
れ
、
石
井

公
義
団
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
84
名
の
受
章
者
に

総
務
大
臣
か
ら
褒
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
団
長
は
、
昭
和
48
年
に
消
防
団
に
入
団
し

て
以
降
、
積
極
的
に
消
防
団
活
動
を
行
い
、
昨
年

４
月
に
消
防
団
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
三
春
町
の
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ
て

の
受
章
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受章した石井団長

▽ 

日
時　
７
月
25
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽ 

場
所　
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
研
修
室

▽ 

講
師　
福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員

▽ 

対
象
／
定
員　
学
齢
以
上
の
方
／
40
名

▽ 

申
込
開
始　
７
月
１
日
（
水
）

　

 

午
前
９
時
～
（
先
着
順
）

▽ 

参
加
費　
無
料

▼ 

体
験
講
座
﹁
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
型
の
皿
を

　
つ
く
ろ
う
﹂
※
事
前
申
込
要

▽ 

日
時　
７
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12
時

▽ 

場
所　
資
料
館
研
修
室

▽ 

講
師　
陶
芸
家 

酒
井
俊
朗

▽ 

定
員　
10
名

▽ 

申
込
開
始　
７
月
１
日
（
水
）

　

 

午
前
９
時
～
（
先
着
順
）

▽ 

参
加
費　
１
、５
０
０
円
（
材
料
費
等
）

※ 

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
、
タ
オ
ル
を
１

　

枚
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

☎
62-

５
２
６
３

ウミサソリの化石（アメリカ）

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
27
年
度
第

１
回
目
の
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
は
全
２
回
で
、
人
形
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
郷
土
玩
具
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
ら
っ
こ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
、
そ
れ
が
蒐し
ゅ
う
し
ゅ
う集

さ
れ
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
を
概
観
し
ま
す
。

　
「
ら
っ
こ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
江
戸
期
の

三
春
張
子
人
形
や
三
春
駒
、
堤
人
形
を
は
じ

め
と
す
る
土
人
形
、
昭
和
初
期
の
こ
け
し
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
郷
土
玩
具
・
郷
土
人
形
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
が
、
中
に
は
大
量
の
台

湾
・
中
国
系
の
玩
具
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
に
は
、
蒐し
ゅ
う
し
ゅ
う集

さ
れ
た
時
代
・
収
集
す
る
人
々
の
思
想
な
ど

が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

歴
史
的
な
話
も
も
ち
ろ
ん
含
み
ま
す
が
、

「
ら
っ
こ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
何
か
、
昭

和
初
期
に
、
多
く
の
優
れ
た
玩
具
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
な
ど

を
考
え
な
が
ら
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
身
に

も
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
程
と
内
容

▽ 

第
１
回
目　
６
月
27
日
（
土
）「
こ
け
し

　

と
玩
具
と
蒐し

ゅ
う

集し
ゅ
う

家か

」

▽ 

第
２
回
目　
７
月
４
日（
土
）「
お
も
ち
ゃ

　

は
唯
一
の
友
」

▼ 

時
間　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
よ
り

▼ 

場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
室

▼ 

定
員　
20
人
程
度

▼ 

申
込
み
等　
受
講
料
は
無
料
で
す
。
申

　

し
込
み
は
６
月
23
日
ま
で
。
資
料
館
へ
お

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

　

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼ 

そ
の
他　
講
師
は
資
料
館
職
員
で
す
。

▼ 

申
込
・
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

第
１
回
歴
史
講
座
「
ら
っ
こ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
時
代
」
開
催
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主な施設の休館日

延長業務

▼ 図書館（☎ 62-3375）
　6 月 1・3・8・15・22・29 日
▼ 体育施設（☎ 62-6212）
　6 月 1・8・15・22・29 日
▼ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　6 月 1・8・15・22・29 日
 （☎ 62-5263）
▼ 三春交流館（☎ 62-3837）
　6 月 1・8・15・22・29 日
▼ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▼ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　6 月 12・23・26 日
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　６月 3・10・17・24 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　６月 7・14・21・28 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　6 月 13 日（土）・14 日（日）
　 午前９時～午後４時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

三春交流館運営協会自主事業

　東京大衆歌謡楽団は、唄・髙島孝太郎、アコーディオン・髙島雄次郎、ウッ
ドベース・髙島龍三郎の兄弟 3 人によるユニット。
　もともと世界の民族音楽をテーマにしたバンド活動中、演奏した昭和歌謡
に様々な音楽が凝縮されている事に気づきバンド解散後、昭和歌謡にのめり
込む。平成 21 年 4 月「東京大衆歌謡楽団」を結成。古き良き昭和初期の流
行歌にこだわり、浅草や上野などの路上ライブやワンマンライブで中高年の
方々や、インターネットの動画サイトで熱烈な支持を得ている。
◆ 日　　時　10 月３日（土）午後５時開演
◆ 入 場 料　全席指定一般：2,500 円（当日は 3,000 円）
　　　　　 　高校生以下：1,000 円（当日は 1,500 円）
◆ 演奏曲目　東京ラプソディ、青い山脈、誰が故郷を想わざる、旅の夜風ほか
　 　　　　　（曲目は、予告なく変更する場合があります。）
◆ 発売開始　6 月 17 日（水）午前 10 時～
◆ 電話予約　6 月 18 日（木）午前 10 時～
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

～ 懐かしの昭和歌謡を歌う ～東京大衆歌謡楽団

岩江ドリームミニバスケットボールクラブスポーツ少年団の紹介
　このたび、4 月より岩江小学校また近隣の小学校を含め、岩江ドリームミ
ニバスケットボールクラブを立ち上げました。
　現在メンバーは男女合わせて 30 名が活動しており、毎週月曜・水曜・木
曜の午後６時 30 分から８時 30 分の 2 時間、たくさん汗をかいて練習に励ん
でいます。
　みんなバスケが大好き。プレー中
のワクワク感は他に例えようが無
いようです。私たちコーチ陣はバス
ケの楽しさを通して、子供たちの体
力の向上、思考力・判断力の育成、
そして何よりも健全な心と身体の
育成を意識し、常に全力でフェアプ
レイの精神を指導しています。今後
とも岩江ドリームミニバスケット
ボールクラブをよろしくお願いします。

スポーツ少年団の皆さん
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　全ての就学児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことができるよう「まほらっこ教室」
と「児童クラブ」を一体的に取り組んでいくため、総合的に放課後対策のあり方を検討する運営委員に２年間の任
期で次の方々に委嘱しました。
◆ 放課後子ども総合プラン推進事業運営委員会委員
　運営委員会では、事業の実施方針や子どもの安全管理、広報活動の方針などを審議し、事業実施後の検証・評価
などを行っています。（敬称略）（　）は所属団体
◇ 橋本俊宏（三春まちづくり協会）
◇ 菊地和裕（沢石まちづくり協会）
◇ 渡辺美保子（御木沢地区まちづくり協会）
◇ 安齊芳夫（岩江まちづくり協会）
◇ 柳沼光義（中妻まちづくり協会）
◇ 柳田いつ（中郷まちづくり協会）
◇ 上遠野公男（小中学校長会）
◇ 宗像俊樹（幼小中ＰＴＡ連絡協議会）
◇ 長谷川徳子（民生児童委員協議会）
◇ 吉川久三（児童館関係者）
◇ 田村真由美（児童クラブ関係者）
◇ 本田友子（社会教育委員）
◆ まほらっこ教室の運営にご協力いただける方を随時募集しています。
　放課後に子ども達と一緒に遊んだり、子どもたちの遊び・自主学習の見守りをしていただける方は、三春交流館

「まほら」へご連絡ください。

M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ ６月のイベント情報 ◆◆◆

　初夏の天体の観察を行います。
▶ 日　時　　６月 12 日（金）、20 日（土）
　　　　 　　午後８時～ 10 時　※ 荒天中止
▶ 集合場所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　　大人 200 円／子ども 100 円

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　大人向けプログラムを予定しています。
▶ 日　時　　６月 21 日（日）午前９時～午後０時
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参加料　　実費（未定）

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

陶芸教室

三春おやこ劇場第４２回例会「ぼくのペットはグチャグチャペット」

三春磐州市「あじさい市」

20日（土）

コロムビア東北民謡コンサート

三春町さつき展示会

第１８回 たむら合唱祭
6月
14日（日）

6月

6月

9日（火）
～11日（木）

6月

20日（土）

6月
21日（日）

県中高等学校演劇連盟春季発表大会

6月
26日（金）
～28日（日）

放課後子ども総合プラン推進事業

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837
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趣
味
・
教
養

まほらっこ三春教室開所式のようす 運営委員会のようす



〈町民図書館☎ 62-3375〉

〈中央児童館☎ 62-8666〉

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

〈保健センター☎ 62-5110〉

図書館・児童館・子育て支援センター・保健センター今月の行事
　図書館・児童館・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

6月10・24日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館日曜おはなし会 6月14日（日）
10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

木曜おはなし会 6月11・18日（木）
放課後 小学生低学年

子育て支援
センター

就学前の6月生まれの
お子さんと保護者6組

親子遊びを保育士と一緒に楽しみます。
その後、お母さんのための元気が湧いてくる交流
会を開きます。
交流会の間、お子さんは遊びを楽しみます。
お子さん、お母さんに困ったことがあれば、個別
相談もできます。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カード
を作り、大きなケーキを囲んでお祝いをします。
6月生まれのお友達集まってね。

特になし

町の栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、
お子さんとの時間をもってみませんか。

親子ふれあい教室

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

おはなし「あのね」
の日

6月12日（金）
10時～11時30分

お誕生日のつどい
（要予約）

6月5日（金）
10時45分～11時

6月29日（月）
10時～11時
申込期限6月24日（水）

特になし

就学前のお子さん
とお母さん

内　容

のびのびの日
食育講座（離乳食講座）

6月3日（水）
9時30分～11時

6月6日（土）
13時30分

中央児童館

図書館ボランティアさんによる絵本・
紙芝居の読み聞かせ、ビデオ上映

エコキャップ運動

餃子を作ろう

年間活動計画とおりがみバック作り

特になし

クラブ員

クラブ員

風鈴をつくろう

ミニシアター

対　象行　事 日　時 場　所
6月6日（土）
10時

ボランティア活動

料理クラブ 6月13日（土）
９時30分

内　容

理科クラブ 小・中学生と保護者
6月27日（土）
9時30分
申込期限6月17日（水）

幼児・児童・保護者
幼児は保護者同伴

おりがみクラブ 6月20日（土）
9時30分

平成27年2月11日
～3月10日生まれ

3歳児

平成25年11月1日
～11月30日生まれ
平成24年3月1日
～3月26日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・バスタオル
こどもノート

食改さんのおやつやさんは、26日11時～保健センター開放日

献血

平成26年8月12日
～9月25日生まれ

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル
歯ブラシ（仕上げ用、子ども用）

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

6月23日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

6月25日（木）
13時～13時30分受付
6月17日（水）
13時～13時30分受付

1歳6か月児

6月12・26日（金）
9時～15時30分 特になし

9～10か月児 6月24日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

6月9日（火）
  9時30分～11時30分　（株）MARUWA QUARTZ三春工場
12時30分～14時30分　フガク工機（株）東北工場
15時00分～17時00分　大島工業（株）三春工場
14時00分～16時30分　リオンドール郡山東店6月28日（日）
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
つ
ぶ
や
き
︵
昭
島
瑛
子
︶

／
維
新
の
肖
像
︵
安
部
龍
太
郎
︶
／
思
い
出

は
満
た
さ
れ
な
い
ま
ま
︵
乾
緑
郎
︶
／
東
京

帝
大
叡
古
教
授
︵
門
井
慶
喜
︶
／
利
休
の
闇

︵
加
藤
廣
︶
／
鬼
談
︵
京
極
夏
彦
︶
／
太
宰

治
の
辞
書
︵
北
村
薫
︶
／
冤
罪
凶
状
︵
澤
田

ふ
じ
子
︶
／
無
限
の
ル
ビ
ィ
︵
朱
川
湊
人
︶

／
酔
ひ
も
せ
ず
︵
田
牧
大
和
︶
／
土
方
歳
三

︵
富
樫
倫
太
郎
︶
／
春
雷
︵
葉
室
麟
︶
／
な

ず
な︵
堀
江
敏
幸
︶／
手
の
ひ
ら
の
幻
獣︵
三

崎
亜
記
︶／
東
京
近
江
寮
食
堂︵
渡
辺
淳
子
︶

／
デ
ビ
ュ
ー
作
を
書
く
た
め
の
超
﹁
小
説
﹂

教
室︵
高
橋
源
一
郎
︶／
笑
う
漱
石︵
南
伸
坊
︶

／
見
仏
記
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
篇
︵
い
と
う

せ
い
こ
う
×
み
う
ら
じ
ゅ
ん
︶
／
波
乗
り
介

助
犬
リ
コ
シ
ェ
１
０
０
万
人
の
希
望
の
波
に

乗
っ
て
︵
ジ
ュ
デ
ィ
・
フ
リ
ド
ー
ノ 

ケ
イ
・

プ
フ
ァ
ル
ツ
︶
／
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
﹆
た
だ
い

ま
参
上
！
︵
ハ
ン
ス
＝
ヨ
ア
ヒ
ム
・
シ
ェ
ー

ト
リ
ヒ
︶

今月の お すす め 本
３
６
５
人
の
本
屋
さ
ん
が
中
高
生
に
心
か
ら

※ 新着コーナーには、6 月 4 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

学
校
っ
て
い
い
な
小
高
区
の
小
学
校
復
興
記

録
／
し
あ
わ
せ
あ
じ
の
し
ろ
い
ほ
し
／
ビ

ジ
ュ
ア
ル
大
事
典
農
業
と
人
間
／
た
び
い
え

さ
ん
／
赤
い
ペ
ン
／
プ
シ
ュ
ケ
と
フ
ロ
ー
ラ

／
酒
天
童
子
／
菜
の
子
ち
ゃ
ん
と
龍
の
子
／

こ
ろ
げ
月
／
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん
／
マ
ラ
ラ
と
イ

ク
バ
ル　
パ
キ
ス
タ
ン
の
ゆ
う
か
ん
な
子
ど

も
た
ち
／
ヒ
ト
ニ
ツ
イ
テ
／
か
ま
き
り
と
し

ま
し
ま
あ
お
む
し
／
も
も
ん
が
も
ん
じ
ろ
う

／
太
陽
の
花

 『原色雑草診断・防除事典』
 森田弘彦／編著 浅井元朗／編
 著 農山漁村文化協会
　農耕地の雑草１８９種を収録した
事典です。雑草の生態などはもちろ
ん、芽を出して大きくなるまで、成
長の各段階の写真も掲載されており、
雑草の診断に役立ちそうです。それ
ぞれの雑草ごとに防除のポイントも
紹介されています。これからの草刈
りの季節に、ぜひお役立てください。

推
す
﹁
こ
の
一
冊
﹂
／
本
で
床
は
抜
け
る
の

か
／
や
わ
ら
か
い
頭
の
作
り
方
／
日
本
人
は

日
本
を
ど
う
見
て
き
た
か
／
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
を
知
る
た
め
の
63
章
／
死
を
思
え
ば
生
が

見
え
る
／
全
国
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
道
の
駅
ガ
イ
ド

／
池
上
彰
の
こ
れ
が﹁
世
界
の
ル
ー
ル
﹂だ
！

／
運
営
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
解
決
ま
で
自
治
会
・

町
内
会
お
役
立
ち
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
／
く
さ
い

食
べ
物
大
全
／
生
物
学
の
﹁
ウ
ソ
﹂
と
﹁
ホ

ン
ト
﹂
／
養
生
の
ヒ
ン
ト
／
子
育
て
で
破
産

し
な
い
た
め
の
お
金
の
本
／
着
物
地
で
作
る

可
愛
い
キ
ッ
ズ
＆
ベ
ビ
ー
の
お
で
か
け
服
／

こ
だ
わ
り
野
菜
づ
く
り
品
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

／
み
ん
な
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
／
原
発
事
故
を

子
ど
も
た
ち
に
ど
う
伝
え
る
か
／
抹
殺
知
事

が
最
後
の
告
発
で
明
か
す
日
本
劣
化
の
正
体

／
牛
と
土

『原色雑草診断・防除事典』

〈
平
成
27
年
度
子
育
て
支
援
助

成
金
（
第
２
子
お
よ
び
第
３

子
以
降
分
）
の
交
付
申
請
に

つ
い
て
〉

　

三
春
町
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以

下
の
お
子
さ
ん
を
２
人
以
上
養

育
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
、
第

２
子
（
※
）
お
よ
び
第
３
子
以
降

の
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
子
育
て
支
援
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
児
童
が
町
立
の

保
育
所
・
幼
稚
園
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
、
第
２
子
（
※
）
ま
た

は
第
３
子
以
降
は
保
育
料
等
が
無

料
と
な
っ
て
い
る
た
め
該
当
し
ま

せ
ん
。

　

第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
を
養

育
し
て
い
る
ご
家
庭
に
は
、
５
月

に
子
育
て
支
援
助
成
金
交
付
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
お
早
目
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
該
当
す
る
ご
家
庭
で
申

請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
に

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
第
２

子
（
※
）
の
申
請
に
は
、
直
接
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

第
２
子
は
、
町
民
税
非
課
税
世

　

帯
ま
た
は
町
民
税
均
等
割
の
み

　
納
付
す
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

▼ 

子
育
て
支
援
助
成
金
の
内
容

　

お
子
さ
ん
の
通
所
・
通
園
状
況

で
、
助
成
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

▼ 

申
請
に
必
要
な
も
の

① 

様
式
第
１
号　

子
育
て
支
援
助

　

成
金
交
付
申
請
書

② 

申
請
者
（
保
護
者
）
の
口
座
が

　

確
認
で
き
る
も
の
（
通
帳
等
の

　

コ
ピ
ー
）

③ 

様
式
第
２
号　

在
籍
証
明
書

※ 

家
庭
で
養
育
さ
れ
て
い
る
方
は

　

不
要
で
す
。

▼ 

注
意
点

▽ 

18
歳
と
は
、
平
成
９
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
生

　

ま
れ
の
方
で
す
。

▽ 

保
育
料
と
は
、
就
学
前
の
子
ど

　

も
を
預
か
る
施
設
等
を
利
用
す

　

る
た
め
に
保
護
者
が
納
入
し
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
（
入
園

　

料
、
環
境
充
実
費
、
教
材
教
育

　

管
理
費
、
行
事
費
、
施
設
設
備

　

協
力
費
、
バ
ス
に
よ
る
送
迎
費

　

等
を
除
き
ま
す
）
の
こ
と
で
す
。

▽ 

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
や

　

多
子
世
帯
保
育
料
負
担
軽
減
補
助

　

金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
当
該

　

助
成
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

▽ 

町
外
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
入
園
・

　

入
所
し
て
い
る
場
合
で
、
保
育
料

　

の
負
担
額
が
月
額
５
、９
０
０
円

　
（
第
２
子
は
、
月
額
５
、０
０
０
円
）

　

を
下
回
る
場
合
は
、
実
際
に
負
担

　

し
て
い
る
額
と
な
り
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

▶ 子育て支援助成金
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〈
集
団
け
ん
し
ん
を
受
け
ま
し
ょ
う
〉

　

５
月
か
ら
各
地
区
で
「
集
団
け
ん
し
ん
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
月
中
旬
頃
、
19
歳
以
上
の
対
象
と
な
る
方
全
員
に
黄
色
い
封
筒
で
該
当

す
る
け
ん
し
ん
の
受
診
録
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

　

封
筒
の
内
容
を
も
う
一
度
お
確
か
め
の
上
、
忘
れ
ず
に
け
ん
し
ん
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
詳
し
く
は
同
封
の
「
平
成
27
年
度
三
春
町
成
人

け
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

乳
が
ん
検
診
は
予
約
が
必
要
で
す
。
子
宮
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

は
予
約
な
し
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

※ 

総
合
集
団
け
ん
し
ん
は
、
指
定
日
以
外
の
会
場
で
も
受
診
可
能
で
す
。

　

都
合
の
良
い
日
を
選
び
、
予
約
な
し
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
市
販
薬
を
服
用
し
て
副
作

用
の
症
状
が
出
た
ら
、
医
師
、

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
〉

　

医
薬
品
に
は
副
作
用
を
起
こ
す

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
薬
局
や
ド

ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
購
入
で
き
る
風
邪
薬
な

ど
の
一
般
用
医
薬
品
で
も
死
亡
に

至
る
ケ
ー
ス
や
後
遺
症
が
残
る

副
作
用
が
起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

一
般
用
医
薬
品
を
使
用
し
て
異

常
を
感
じ
た
ら
、
薬
の
服
用
を
や

め
て
す
ぐ
に
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
県
民
健
康
調
査
﹁
甲
状
腺
検

査
﹂説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
〉

　

東
日
本
大
震
災
後
の
放
射
線
被

害
に
関
す
る
県
民
の
不
安
や
疑
問

を
軽
減
す
る
た
め
、「
甲
状
腺
検
査
」

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
は

不
要
で
す
の
で
、
当
日
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階 

　

機
能
訓
練
室

▼ 

対
象
者　
甲
状
腺
検
査
受
検
者

　

ま
た
は
そ
の
保
護
者
、
そ
の
他

　

ご
希
望
の
方

▼ 

講
師　
福
島
県
立
医
科
大
学
放

　

射
線
健
康
管
理
学
講
座 

准
教
授

　

緑
川
早
苗
医
師

▼ 

内
容　
甲
状
腺
検
査
の
内
容
と

　

結
果
に
つ
い
て
、
甲
状
腺
が
ん

　

と
一
般
的
な
が
ん
の
特
徴
、
基

　

本
調
査
に
つ
い
て
、
質
疑
応
答

▼ 

持
参
品　
甲
状
腺
検
査
結
果
通

　

知
書
（
※
お
持
ち
の
方
は
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
）

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
児
童
手
当
の
現
況
届
と
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

同
時
申
請
に
つ
い
て
〉

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
消
費
税

率
の
引
上
げ
に
際
し
、
子
育
て

世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

に
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

▼ 

給
付
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
27
年
５
月
31
日
）

に
お
け
る
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童

手
当
の
受
給
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
前

年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限

に
満
た
な
い
方
に
な
り
ま
す
。

▼ 

給
付
額　
対
象
児
童
１
人
に
つ

　

き
３
千
円
）

▼ 

申
請
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

※ 

た
だ
し
、
平
成
27
年
６
月
１
日

　

以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
基

　

準
日
（
平
成
27
年
５
月
31
日
）

　

に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て

　

い
る
市
町
村
に
な
り
ま
す
。

▼ 

申
請
手
続

　

児
童
手
当
の
現
況
届
の
用
紙
に

当
該
給
付
金
の
申
請
欄
を
設
け
た

申
請
書
を
、
６
月
中
旬
に
該
当
す

る
対
象
者
（
世
帯
）
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
務
員
の
方
は
、
案
内
文
書
等

を
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
勤
務
先

の
児
童
手
当
支
給
担
当
部
署
等
か

ら
申
請
書
様
式
を
受
理
し
、
公
務

員
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
を
受

け
て
か
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
に
つ

　

い
て
は
、
今
後
、
別
途
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

会場 受付時間実施日 対象地区

６月  9日

午前7時30分～9時

火 沢石会館 沢石地区
６月10日 水 中妻地区公民館 中妻地区
６月11日 木 中郷地区交流館 中郷地区
６月12日 金 御木沢地区公民館 平沢2区・御祭・七草木
６月14日 日 保健センター 全地区
６月15日 月 保健センター 込木・芹ヶ沢・貝山
６月16日 火 保健センター 元町・栄町・平沢１区
６月17日 水 要田地区交流館大平荘 要田地区
６月18日 木 岩江センター 上舞木
６月19日 金 岩江センター 山田

岩江センター
保健センター
保健センター

６月  1日
６月  2日
６月21日

月
火
日

乳がん検診
乳がん検診
子宮がん・骨粗しょう症検診

実施日 会場 検診内容

▶ 乳がん検診・子宮がん・骨粗しょう症検診実施日

▶ 総合集団けんしん実施日

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
62-

３
１
６
６

20



〈
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

★ 

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
～

　
年
金
額
改
定
の
お
知
ら
せ

　

公
的
年
金
の
年
金
額
は
、
物
価
・

賃
金
の
変
動
に
応
じ
て
年
度
ご
と

に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
今
年
か
ら
さ
ら
に
、
現
役
世

代
人
口
の
減
少
等
を
考
慮
し
た
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金

調
整
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
年
金
額
は
、
平

成
12
年
度
か
ら
平
成
14
年
度
に
か

け
て
、
物
価
が
下
落
し
た
に
も
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
年
金
額
を
据
え

置
い
た
こ
と
で
、
本
来
想
定
し
て

い
る
水
準
よ
り
も
高
い
水
準
（
特

例
水
準
）
で
支
払
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
24
年
11
月
の
法
律

改
正
で
平
成
25
年
10
月
分
か
ら
マ

イ
ナ
ス
１
％
、
平
成
26
年
４
月
分

か
ら
マ
イ
ナ
ス
１
％
が
行
わ
れ
、

残
っ
た
差
の
解
消
と
し
て
平
成
27

年
４
月
か
ら
マ
イ
ナ
ス
０
・
５
％

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
４
月
分

と
し
て
お
支
払
い
す
る
年
金
額
か

ら
、
賃
金
上
昇
率
（
プ
ラ
ス
２
・

３
％
）
に
特
例
水
準
の
解
消
（
マ

イ
ナ
ス
０
・
５
％
）
お
よ
び
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
（
マ
イ
ナ
ス
０
・

９
％
）
を
合
わ
せ
、
基
本
的
に
０
・

９
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

改
定
後
の
年
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
６
月（
４
月
分
、５
月
分
）

か
ら
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

改
定
後
の
年
金
額
は
、
年
金
額

改
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

年
金
額
改
定
通
知
書
は
、
原
則

と
し
て
、
年
金
振
込
通
知
書
と
一

体
と
な
っ
た
お
知
ら
せ
（
ハ
ガ
キ
）

で
、
６
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
、
順
次
、
年
金
受
給
者
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

★ 

専
業
主
婦
（
主
夫
）
の
方
で
国

　
民
年
金
の
切
替
（
３
号
か
ら
１

　
号
へ
）
が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ

　
と
が
あ
る
方
へ

　
「
特
定
期
間
該
当
届
」
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
事
態
を
防
止
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
特

定
期
間
該
当
届
」
の
手
続
き
を
し

た
期
間
は
過
去
10
年
以
内
（
60
歳

以
上
の
方
は
50
歳
以
降
60
歳
未
満

の
期
間
）
に
限
り
、
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
特

例
追
納
）

　

こ
の
「
特
例
追
納
」
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
年
金
額
が
増
や
せ
ま

す
。（
特
例
追
納
が
で
き
る
期
間

は
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
）

※ 

す
で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
方

　

に
つ
い
て
は
、
特
例
追
納
を
し

　

て
も
年
金
額
が
増
え
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
ケ
ー
ス
に
心
当
た
り
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

▼ 

ケ
ー
ス
１

▽ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
（
妻
）
が

　

退
職
し
た
／
脱
サ
ラ
し
て
自
営

　

業
を
始
め
た
／
65
歳
を
超
え
た

　

／
亡
く
な
っ
た
。

▽ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
（
妻
）
と

　

離
婚
し
た

▼ 

ケ
ー
ス
２

　

妻
（
夫
）
自
身
の
収
入
が
増
え

て
夫
（
妻
）
の
健
康
保
険
証
の
被

扶
養
者
か
ら
外
れ
た
。

　

ケ
ー
ス
１
・
ケ
ー
ス
２
の
場
合

切
替
が
遅
れ
る
と
未
納
期
間
が
発

生
し
ま
す
。

　

心
当
た
り
が
あ
る
方
は
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

〈
19
歳
か
ら
39
歳
の
方
へ
﹁
健

康
診
査
の
お
知
ら
せ
﹂
〉

　

町
で
は
、
５
・
６
月
の
総
合
集
団

健
診
に
あ
わ
せ
て
、
19
歳
か
ら
39

歳
の
方
の
「
県
民
健
康
調
査
健
診
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
集
団
健
診

で
受
診
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

県
指
定
の
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ

る
「
施
設
健
診
」
の
申
込
を
受
け

付
け
ま
す
。
該
当
す
る
方
で
受
診

を
希
望
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者　
次
の
①
～
④
全
て
に

　

該
当
す
る
方

① 

三
春
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

② 

職
場
や
学
校
で
の
健
康
診
査
の

　

機
会
が
な
い
方
（
検
査
項
目
の

　

有
無
に
よ
り
ま
せ
ん
）

③ 

昭
和
51
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

　

９
年
４
月
１
日
生
れ
の
方

④ 

今
年
５
・
６
月
に
実
施
の
三
春

　

町
の
集
団
健
診
を
受
け
て
い
な

　

い
方

▼ 

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に

　

電
話
等
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

後
日
県
の
委
託
機
関
（
公
益
財

　

団
法
人
結
核
予
防
会
）
か
ら
詳

　

し
い
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　
７
月
15
日
（
金
）

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
三
春
町
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

教
室
開
催
〉

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
、

体
力
向
上
を
目
的
と
し
、
町
民
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
登
山
の
一
種

で
す
が
、
山
頂
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
せ
ず
、
山
の
中
を
歩
き
、

自
然
を
満
喫
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 
日
時　
６
月
28
日
（
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
５
時
（
予
定
）

▼ 
場
所　
雄
国
沼
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

コ
ー
ス

▼ 

募
集
人
数　
小
学
生
以
上
で
、

　

町
内
に
在
住
の
方
40
名
（
定
員

　

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

▼ 

参
加
料　
５
０
０
円

▼ 

持
参
物　
弁
当
、
飲
み
物
・
雨

　

具
ほ
か

▼ 

講
師　
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

委
員

▼ 

申
込
期
限　
６
月
20
日
（
土
）

▼ 

申
込
・
問　

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

☎
62-

３
８
３
７
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子
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も
・
親
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〈
駅
前
健
康
サ
ロ
ン
で
育
児
用
品

リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
ま
す
〉

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
小
梅

の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
育
児

用
品
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
自
宅
で
不
要
に
な
っ
た
育
児
用

品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
の
日
程

で
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、
三
春

駅
前
健
康
サ
ロ
ン
ま
た
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
壊
れ
た
も
の
、
汚
れ
が

ひ
ど
い
物
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
衣
類
に
つ
い
て
は
洗
濯
を

行
っ
た
状
態
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
12
時

▼ 

場
所　
駅
前
健
康
サ
ロ
ン

▼ 

回
収
場
所　
駅
前
健
康
サ
ロ
ン
、

　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

期
間　
６
月
１
日
（
月
）

　

～
17
日
（
水
）

▼ 
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

　
　
　

 
駅
前
健
康
サ
ロ
ン

　
　
　

 
☎
62-

８
６
８
１

育児用品リサイクルのようす

〈
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
業
務
停
止

の
お
知
ら
せ
〉

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
業
務
停
止
の
た
め
、
次

の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

稼
働
停
止
日　
６
月
10
日（
水
）

▼ 

利
用
で
き
な
く
な
る
サ
ー
ビ
ス

▽ 

住
民
票
の
広
域
交
付

　

町
外
住
民
の
方
の
住
民
票
取

得
・
町
内
住
民
の
方
の
町
外
で
の

住
民
票
取
得
。

▽ 
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
関
す

　
る
サ
ー
ビ
ス

　

住
基
カ
ー
ド
の
取
得
・
変
更
・

更
新
な
ど
。

▽ 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
関

　
す
る
サ
ー
ビ
ス

　

電
子
証
明
書
の
取
得
・
更
新
な
ど
。

▽ 

特
例
に
よ
る
転
入
・
転
出
届

　

住
基
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
る
方

お
よ
び
世
帯
の
転
入
・
転
出
届
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
平
成
27
年
産
牧
草
・
飼
料

作
物
に
つ
い
て
〉

　

草
地
更
新
（
除
染
）
後
、
未
検
査

の
牧
草
地
、
も
し
く
は
、
新
た
に
播

種
し
た
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、
放
射

性
物
質
の
検
査
を
行
い
、
利
用
の
可

否
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

牛
へ
の
給
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必

ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、野
草
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
19
日
現
在
の
三
春
町
に
お
け
る

利
用
判
断
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

永
年
生
牧
草
（
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

　
グ
ラ
ス
、
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ

　
ラ
ス
、
チ
モ
シ
ー
な
ど
）

　

草
地
更
新
（
除
染
）
し
た
農
家

ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

※ 

平
成
24
～
26
年
度
に
利
用
可
能

　

と
な
っ
た
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、

　

検
査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

単
年
生
飼
料
作
物

▽ 

イ
ネ
科
飼
料
作
物（
麦
類
、ヒ
エ
、

　
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
な
ど
）

　

青
刈
利
用
、
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾

草
利
用
と
も
農
家
ご
と
に
利
用
の

可
否
を
判
断
す
る
。

▽ 

イ
ネ
科
長
大
作
物
（
飼
料
用
ト

　

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ

　
ス
、
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
）

　

農
家
ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判

断
す
る
。

〈
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
〉

　

県
内
の
事
業
所
へ
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
ふ
く
し
ま

就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
に

よ
る
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
６
月
23
日
（
火
）
午
前

　

10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

楽
屋
Ａ

▼ 

対
象
者　
町
内
に
居
住
す
る
方

　
（
新
卒
学
生
等
も
含
む
）、
震
災

　

等
の
影
響
に
よ
り
町
内
に
避
難

　

さ
れ
て
い
る
方

▼ 

内
容　
就
職
相
談
、職
業
紹
介
、

　

応
募
書
類
作
成
補
助
な
ど

▼ 

そ
の
他　
相
談
無
料
、
事
前
申

　

込
み
不
要
、
予
約
可
。

▼ 

申
請
先
・
問

　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

　

郡
山
窓
口

　

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

　

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

３
９
６
０

〈
保
存
期
間
満
了
雑
誌
の
配
布
〉

　

図
書
館
で
保
存
期
間
を
満
了
し

た
雑
誌
を
、
希
望
者
に
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
。

▼ 

日
時　
６
月
21
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▼ 

場
所　
町
民
図
書
館

　

貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
前

▼ 

対
象
雑
誌　
平
成
25
年
４
月
～

　

平
成
26
年
３
月
ま
で
に
発
行
さ

　

れ
た
図
書
館
保
管
雑
誌

※ 

同
じ
雑
誌
名
の
も
の
は
５
冊
ま

　

で
で
す
。

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

☎
62-

３
３
７
５

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　
　

  

県
中
農
林
事
務
所 

田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３
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〈
第
５
回
花
と
音
楽
祭
を
開

催
し
ま
す
〉

　

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
21
日
（
日
）
午
前

　

10
時
～
午
後
３
時

▼ 

場
所　
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え

▼ 

内
容　
元
宝
塚
真
灯
か
な
た
の

　

歌
と
橋
本
み
な
み
の
ベ
リ
ー
ダ

　

ン
ス
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
は

　

な
し
ょ
う
ぶ
即
売
会
（
５
０
０

　

円
）
な
ど

※ 

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え

　

運
営
委
員
会

　

☎
０
２
４-

９
５
６-

２
４
１
６



〈
三
春
町
賃
貸
住
宅
建
設
促
進

事
業
奨
励
金
の
お
知
ら
せ
〉

　

町
に
定
住
で
き
る
住
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、町
内
に
賃
貸
住
宅（
ア

パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
）
を
建
設

し
よ
う
と
す
る
方
に
、
町
の
予
算
の

範
囲
内
で
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼ 
対
象
者　
町
内
の
土
地
を
活
用

し
、
賃
貸
住
宅
を
建
設
し
よ
う

と
す
る
方
で
、
原
則
と
し
て
平

成
28
年
２
月
末
日
ま
で
に
建
設

工
事
を
完
了
で
き
る
方

▼ 

奨
励
金
額　
間
取
り
に
応
じ
て

▽ 

１
戸
当
た
り
居
間
が
１
部
屋
の

間
取
（
１
K
な
ど
）

　

１
戸
当
た
り
20
万
円
×
戸
数

▽ 

１
戸
当
た
り
居
間
が
２
部
屋
の

間
取
（
１
L
D
K
な
ど
）

　
１
戸
当
た
り
20
万
円
×
戸
数

▽ 

１
戸
当
た
り
居
間
が
３
部
屋
の

間
取
（
２
L
D
K
な
ど
）

　
１
戸
当
た
り
30
万
円
×
戸
数

▼ 

固
定
資
産
税
相
当
額
の
奨
励
金

　

賃
貸
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産

税
相
当
額
を
最
初
の
課
税
年
度

か
ら
10
年
間
、
奨
励
金
と
し
て

交
付
し
ま
す
。

▼ 

募
集
期
間　
６
月
１
日
（
月
）

～
７
月
10
日
（
金
）

▼ 

応
募
方
法　
建
設
課
備
え
付
け

の
事
業
実
施
計
画
書
に
必
要
書
類

〈
三
春
町
木
造
住
宅
耐
震
診

断
者
派
遣
事
業
の
お
知
ら

せ
〉

　

町
内
に
存
す
る
旧
耐
震
基
準

（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工

事
着
手
）
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
す
る

場
合
、
町
が
建
築
士
等
を
派
遣
し

て
耐
震
診
断
お
よ
び
補
強
計
画
の

作
成
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

対
象
と
な
る
木
造
住
宅　
次
の

　

す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

▽ 

所
有
者
（
町
税
を
滞
納
し
て
い

　

な
い
者
に
限
る
。）
が
自
ら
居

　

住
す
る
住
宅

▽ 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工

　

事
着
手
さ
れ
た
一
戸
建
て
住
宅

▽ 

在
来
軸
組
工
法
、伝
統
的
工
法
、

　

枠
組
壁
工
法
等
に
よ
る
木
造
３

　

階
建
て
以
下
の
住
宅

▽ 

過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
耐
震

　

診
断
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
住
宅

▼ 

負
担
額　
８
千
円

※ 

そ
の
他
、
耐
震
診
断
者
派
遣
に

　

要
す
る
費
用
は
三
春
町
が
負
担

　

し
ま
す
。

▼ 

募
集
期
間　
６
月
１
日
（
月
）

　

～
10
月
30
日
（
金
）

▼ 

応
募
方
法　
建
設
課
備
え
付
け

　

の
派
遣
申
込
書
に
必
要
書
類
を

　

添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

▼ 

そ
の
他　
実
施
予
定
件
数
に
達

　

し
た
時
点
で
本
年
度
の
申
込
受

　

付
を
終
了
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
１
１
３

〈（
防
災
）
危
険
物
か
ら
の
事

故
防
止
〉

　

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽
油
な
ど
は
、

取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
漏
え
い

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
、
周
囲
で
の
火
気

の
使
用
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

危
険
物
安
全
週
間

　

６
月
７
日
（
日
）
～
13
日
（
土
）

　

｢

無
事
故
へ
と 

気
持
ち
集
中

は
っ
け
よ
い｣

▼ 

問　
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
８
５
０

〈
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
強
化
月
間
〉

　

６
月
は
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
化
月
間
」
で
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
、
交
通
事
故
発
生
時
の
被
害

の
防
止
や
軽
減
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
運
転
手
は
も
ち
ろ
ん
、
車
に

乗
っ
た
人
全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
後
部
座

席
だ
か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
な
く
て

も
い
い
」と
い
う
認
識
は
間
違
い
で
す
。

　

ま
た
、
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
乗

せ
る
場
合
は
、必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
着
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
発
生
の
被
害
軽
減
を

図
る
た
め
、
正
し
い
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

１
１
１
４

を
添
付
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

▼ 

そ
の
他　
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
申
請
額
の
全
額
を
交
付
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
１
１
３

〈
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆

さ
ん
へ
第
十
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
〉

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日

我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に

思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没

者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

（
記
名
国
債
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
は
、
ご
遺
族

に
一
層
の
弔
慰
に
意
を
表
す
た
め
、

償
還
額
を
年
５
万
円
に
増
額
し
、
５

年
ご
と
に
国
債
を
交
付
し
ま
す
。

▼ 

支
給
対
象
者　
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27

年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
等
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻

や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
１
） 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

（
２
） 

戦
没
者
等
の
子

（
３
） 

戦
没
者
等
の
①
父
母
／
②
孫

／
③
祖
父
母
／
④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

（
４
） （
１
）
か
ら
（
３
）
以
外
の

戦
没
者
等
の
三
親
等
以
内
の
親

族
（
甥
、
姪
等
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

▼ 

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

▼ 

請
求
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日

　

～
平
成
30
年
４
月
２
日

※ 

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

請
求
先　
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
の
援
護
担
当
課

※ 

な
お
、
平
成
32
年
４
月
１
日
を

基
準
日
と
す
る
特
別
弔
慰
金
に

つ
い
て
は
、
平
成
32
年
４
月
１

日
か
ら
請
求
受
付
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６
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仕　

事

農　

業

暮
ら
し



町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

認
定
こ
ど
も
園
三
春
幼
保
園
ト
ピ
ッ
ク

○ 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り
体
験
の
お
知
ら
せ 

　

夏
に
向
け
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

遮
光
効
果
・
冷
却
効
果
に
よ
る
省
エ
ネ
に
も
な
り
ま
す
。

▼ 

日
時　
６
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所
／
参
加
費　
三
春
幼
保
園
園
庭
／
５
０
０
円

▼ 

主
催　
三
春
幼
保
園
家
庭
教
育
学
級

▼ 

そ
の
他　
材
料
準
備
の
関
係
で
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
ご

　

希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
認
定
こ
ど
も
園
三
春
幼
保
園 

☎
62-

２
５
４
８

● 

三
春
歩
け
歩
け
協
会
会
員
募
集

　

三
春
歩
け
歩
け
協
会
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
の
、
健
康
増
進
と
体
力
向

上
を
目
的
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仲
間
づ
く
り
と
相
互
の
親
睦
も
図
っ
て
い
ま
す
。
年
２
回
、
町

外
（
県
内
）
の
遊
歩
道
50
選
め
ぐ
り
も
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 
開
催
日　
毎
月
第
２
・
第
３
・
第
４
金
曜
日
（
午
前
６
時
～
７
時
ま
で
）

▼ 
実
施
内
容　
町
内
の
遊
歩
道
め
ぐ
り
ほ
か

▼ 
問　
渡
辺
義
広 

☎
62-

３
６
２
３
、
桑
山
ト
ミ
子 

☎
62-

２
７
７
８

〈
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
に
つ
い
て
〉

　

環
境
省
で
は
、
２
０
０
３
年
よ

り
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
照
明

を
消
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か

け
る
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
を
実
践
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
今
年
も
６
月
22
日
か

ら
７
月
７
日
ま
で
の
期
間
、「
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
ご
家

庭
や
会
社
な
ど
で
可
能
な
範
囲
で

消
灯
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
22
日
（
夏
至
）
と

７
月
７
日（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
、

七
夕
）
は
特
別
実
施
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
い
つ
も
よ
り
早

め
の
消
灯
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

● 

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

★ 

歴
史
講
話
開
催　
６
月
の
テ
ー
マ
「
三
春
と
ハ
ワ
イ
の
も
の
が
た
り
」

▼ 

日
時　
６
月
11
日
（
木
）
午
後
７
時
よ
り
（
月
に
１
回
第
２
木
曜
日
）

▼ 

場
所　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家

▼ 

会
費　
５
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー
付
）

▼ 

講
師　
橋
本
捨
五
郎
さ
ん

▼ 

そ
の
他　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方
は
予
約
申
し

　

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家 

☎
62-
５
８
０
０

〈
６
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
調

月
間
で
す
〉

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
事
件
や
不

適
正
処
理
が
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
や
空
き

缶
な
ど
の
家
庭
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

の
ほ
か
、
家
具
や
家
電
製
品
な
ど

の
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
「
不
法
投

棄
防
止
強
調
月
間
」
を
定
め
、
県

が
委
嘱
し
た
不
法
投
棄
監
視
員
、

所
轄
警
察
署
、
市
町
村
な
ど
が
不

法
投
棄
防
止
の
た
め
、
連
携
し
た

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
も
こ
れ
に
あ
わ
せ
、

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
や
啓
発
活
動
を
期
間
中
、

重
点
的
に
行
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
景
観
の

悪
化
、
害
虫
の
発
生
さ
ら
に
は
有

害
物
質
が
土
壌
や
地
下
水
を
汚
染

す
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、
生
活

環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
を

撤
去
し
て
も
と
の
環
境
を
回
復
す

る
た
め
に
は
、
多
額
の
費
用
と
手

間
を
要
し
、
そ
の
費
用
等
は
、
投

棄
行
為
者
や
土
地
所
有
者
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
行
う
と
、
５
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
１
、０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
併
科

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
絶
対
に
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
を

し
な
い
」
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

広　
告　
欄

24

広 告 欄



● 

市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
選
手
募
集

　

第
２
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
10
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
三
春
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
こ
の
大
会
に
出
場
す

る
三
春
町
チ
ー
ム
の
候
補
選
手
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

出
場
資
格　
① 

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
三
春
町
に
住
民
票
が
あ

　

り
在
住
し
て
い
る
方
／
② 

18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
以
外
）

※ 

男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼ 

場
所　
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
（
相
馬
市
）

▼ 

問　
三
春
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会 

真
壁
稔 

☎
0
８
０-

５
５
５
０-

７
７
９
８

● 

平
成
27
年
度
赤
い
羽
根
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
サ
ポ
ー
ト
募
金
２
」
被
災
地
住
民

　

支
え
合
い
活
動
助
成
事
業
の
ご
案
内

　

こ
の
事
業
は
、
全
国
か
ら
「
被
災
し
た
人
た
ち
に
対
し
て
何
か
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
た
募
金
で
成
り
立
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
避
難
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
の
支
援
活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
団
体　
福
島
県
在
住
者
５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
非
営
利
団
体
で
、
被
災
者
を
支
援
す
る
団
体

※ 

当
該
活
動
の
参
加
者
に
占
め
る
避
難
者
の
割
合
が
３
割
以
上
で
な
い

　

と
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼ 
助
成
対
象
活
動　
平
成
27
年
度
に
実
施
す
る
助
け
合
い
活
動
お
よ
び
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動
（
生
活
支
援
活
動
、
サ
ロ
ン
活
動
、
季
節
の
行
事
、
住
民
交
流
事
業
）

※ 

た
だ
し
、
自
ら
主
催
し
実
施
す
る
活
動
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼ 

助
成
金
額　
上
限
は
、
１
団
体
に
つ
き
、
１
回
10
万
円
ま
で
で
す
。

　

同
じ
団
体
か
ら
は
、
１
年
間
に
２
回
ま
で
の
応
募
が
可
能
で
す
。

▼ 

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
書
、
事
業
実
施
予
算
書
、
通
帳
の
口
座
番
号
お

　

よ
び
名
義
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
の
写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

助
成
金
の
交
付
は
、
福
島
県
共
同
募
金
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
す

　

の
で
、受
付
か
ら
約
１
か
月
程
度
要
し
ま
す
。
ま
た
、審
査
の
結
果
に
よ
っ

　

て
は
交
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
62-

８
５
８
６

〈
南
町
高
齢
者
住
宅
入
居
者

募
集
〉

　

町
で
は
、
南
町
高
齢
者
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
住
宅

は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

方
な
ど
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

配
慮
さ
れ
た
公
営
住
宅
で
す
。

▼ 募集戸数および家賃など（所在地：字南町 4 － 1）

単身世帯用
（和室）

規格 募集戸数

13,400円
〜26,400円

家賃

無

駐車場

5,000円

3戸
（207号室）
（211号室）
（213号室）

面積

1DK
（41.55㎡）

共益費1 共益費2

約1,000円

単身世帯用
（洋室）

1戸
（215号室）

▼ 

入
居
資
格

① 

現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

② 

60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③ 

日
常
生
活
を
自
立
し
て
営
め
る

　

程
度
の
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
。

④ 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

　

こ
と
に
よ
り
前
記
③
の
状
態
と
同

　

程
度
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
。（
※

　

要
介
護
認
定
者
は
対
象
に
な
り
ま

　

せ
ん
）

⑤ 

収
入
が
法
令
で
定
め
る
基
準
以

　

内
で
あ
る
方
（
平
成
25
年
の
総
所

　

得
か
ら
配
偶
者
控
除
等
を
差
し
引

　

い
て
12
で
割
っ
た
額
が
21
万
４
千

　

円
以
下
）

▼ 

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

　

口
で
入
居
申
込
書
へ
記
入
頂
き
、

　

ご
本
人
と
の
聞
き
取
り
面
接
を
行

　

い
ま
す
。

▼ 

入
居
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

・
住
民
票

・
平
成
25
年
分
の
所
得
証
明
書

・
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
こ

　

と
を
証
す
る
書
類

・
非
課
税
証
明
書
（
非
課
税
の
方
）

・
住
宅
の
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ

　

て
い
る
方
は
、
貸
主
の
立
ち
退

　

き
に
係
る
証
明
書

▼ 

募
集
期
間　
６
月
８
日
（
月
）

　

～
15
日
（
月
）（
土
・
日
・
祝

　

日
を
除
く
）

▼ 

入
居
時
期　
６
月
下
旬

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62
‐
３
１
６
６
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欄
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　町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈（
公
財
）
福
島
県
文
化
振
興

財
団
助
成
事
業
の
申
請
受
付
〉

　

県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本

拠
を
有
す
る
個
人
・
団
体
の
行
う

文
化
活
動
に
つ
い
て
助
成
事
業
の

申
請
を
受
付
け
ま
す
。

▼ 

対
象
時
期　
８
月
１
日
（
土
）

　

～
11
月
30
日
（
月
）

　

成
果
発
表
事
業
、
発
表
会
な
ど

へ
の
参
加
事
業
、
文
化
財
の
保
護

事
業
な
ど
。

▼ 

申
込
方
法　
所
定
の
申
請
書
に

　

記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課
の
窓

　

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　
７
月
31
日
（
木
）

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 　
　

  
☎
62-

３
８
３
７

● 「
三
春
で『
第
九
』を
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

　

三
春
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
支
援
会
第
38
回
特
別
コ
ン
サ
ー
ト

▼ 

開
催
日
／
場
所　
12
月
13
日
（
日
）
／
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

▼ 

演
奏
曲　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
交
響
曲
第
９
番
二
短
調
「
合
唱
付
」

　

作
品
１
２
５
第
４
楽
章

▽ 

指
揮　
佐
藤
守
廣

▽ 

ソ
リ
ス
ト　
加
藤
紗
由
莉（
ソ
プ
ラ
ノ
）、橋
本
厚
子（
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）、

荒
井
一
成
（
テ
ノ
ー
ル
）、
作
田
秀
二
（
バ
リ
ト
ン
）

▽ 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
パ
ー
ト　
岡
野
貴
子
（
ピ
ア
ノ
）、
大
槻
真
紀
（
エ
レ
ク

ト
ー
ン
）、田
中
洋
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
１
）、井
上
聡
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２
）、

二
瓶
眞
実
子
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）、
井
上
弘
之
（
チ
ェ
ロ
）

▽ 

合
唱　
「
第
九
」
合
唱
団
（
一
般
公
募
参
加
者
、
三
春
の
中
学
生
合
唱
部

有
志
、
コ
ー
ロ
・
ミ
ハ
ル
、
み
ん
な
で
歌
う
第
九
の
会
で
編
成
）

▼ 

参
加
費　
１
、５
０
０
円
（
楽
譜
、
諸
費
用
込
み
）
※
楽
譜
不
要
の
場
合
は
７
０
０
円

▼ 

申
込
期
限　
７
月
５
日
（
日
）

▼ 

申
込
・
問　
事
務
局
佐
久
間 

☎
０
９
０-

７
０
７
８-

４
７
６
５

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

１
７
７
９

● 「
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
・
ふ
く
し
ま
」
を
27

　

年
度
も
実
施
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
長
引
く
避
難
生
活
や
放
射
線
へ
の
不
安
な
ど
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼ 

相
談
内
容
の
例

▽ 

夫
婦
や
親
子
、
親
族
間
の
人
間
関
係
に
関
す
る
と
ま
ど
い

▽ 

震
災
後
、
日
常
的
に
感
じ
る
不
安
感
、
孤
独
感

▽ 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
精
神
的
な
こ
と
も
含
む
）

▽ 

い
ら
つ
い
て
、
子
ど
も
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
し
ま
う

　

家
族
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
近
所
づ
き
あ
い
の
こ
と
な
ど
、
日
常
生

活
で
抱
え
る
不
安
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
ま
ず
は
お
話
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。
匿
名
で
の
相
談
が
可
能
で
す
。

▼ 

問　
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
・
ふ
く
し
ま 

☎
０
１
２
０-

２
０
７-

４
４
０

〈
平
成
27
年
度
三
春
町
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
養
成
講
座
受
講
者
募
集
〉

　

町
で
は
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
を
養

成
す
る
た
め
、
食
や
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
健
康
や
家
族
の
健

康
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
必
要
単
位
を
受
講

さ
れ
た
方
に
は
、
受
講
終
了
証
書

を
発
行
し
ま
す
。

▼ 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
は

　
「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を
通
し
た
健

康
づ
く
り
の
知
識
を
持
つ
方
の
こ
と

で
す
。
受
講
後
は
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

▼ 

受
講
資
格

▽ 

食
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
づ
く
り

　

に
関
す
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方

▽ 

町
が
開
講
す
る
講
座
（
１
回
あ

　

た
り
２
時
間
全
６
回
程
度
）
を

　

受
講
す
る
こ
と
が
可
能
な
方

▼ 

実
施
時
期　
７
月
～
10
月（
予
定
）

▼ 

内
容　
医
師
に
よ
る
生
活
習
慣

　

病
予
防
講
話
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ

　

プ
運
動
体
験
教
室
、
骨
粗
し
ょ
う

　

症
予
防
の
た
め
の
調
理
実
習
な
ど

※ 

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
知
識

が
得
ら
れ
ま
す
。

▼ 

募
集
期
間　
６
月
１
日
（
月
）

　

～
24
日
（
水
）

※ 

申
込
み
人
数
に
よ
り
募
集
を
締

　

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

募
集
人
数　
15
人
程
度

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 　
　

  

☎
62-

３
１
６
６

広　
告　
欄
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　広報みはるに広告掲載を希望する方を募集していま
す。掲載要件などがありますので、お問い合わせくだ
さい。町ホームページにも詳細を掲載しています。
▶ 広告掲載料（掲載１回につき）
▷ １段枠　　　　２万円 ※連続 12 回　20 万円
▷ ２分の１段枠　１万円 ※連続 12 回　10 万円
▶ 申込・問　総務課 企画情報グループ　☎ 62-8125

★広告主募集中！★議会６月定例会が開催されます

　６月議会の一般質問は、５日（金）午前 10 時からの
予定です。多数の傍聴をお待ちしています。
※ 詳しい日程などは、開会日前日に新聞折込みでお知
　 らせします。

開会時期（予定） ６月４日（木）～ 10 日（水）

～ 一般質問を傍聴してみませんか ～

問い合わせ先　議会事務局　☎ 62-8124

● 

平
成
27
年
度
国
家
公
務
員
「
税
務
職
員
採
用
試

　

験
」︵
高
校
卒
業
程
度
︶
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員
に
、あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

受
験
資
格　
① 

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中

　

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

　

い
な
い
者
お
よ
び
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
／
② 

　

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼ 

申
込
受
付
期
間　

▽ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
６
月
22
日
（
月
）
～
７
月
１
日
（
水
）

▽ 

郵
送
・
持
参　
６
月
22
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）

▼ 

申
込
方
法　
受
験
申
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す
る
。

　

郵
送
ま
た
は
持
参
用
受
験
申
込
書
の
請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台

　

国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
行
う
。

▼ 

第
一
次
試
験
日　
９
月
６
日
（
日
）

▼ 

問　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係 

☎
０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１

● 

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

　

週
間
の
実
施
に
つ
い
て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６
月
22
日
か

ら
６
月
28
日
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の

抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
、
人

権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）
も
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼ 

期
日　
６
月
22
日
（
月
）
～
28
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※ 

た
だ
し
、
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼ 

電
話
番
号　
０
１
２
０-
０
０
７-

１
１
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

☎
０
２
４-

５
３
４-

１
９
９
４

　

さ
く
ら
湖
、
大
滝
根
川
流
域
に
は
、
魅
力
的
な
自
然
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
さ
く
ら
湖
流
域
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

作
品
の
テ
ー
マ　
「
ほ
っ
と
休
ま
る
誰
か
に
教
え
た
く
な
る
景
色
」

　

さ
く
ら
湖
お
よ
び
大
滝
根
川
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
こ
と

▼ 

応
募
締
切
／
応
募
資
格　
平
成
28
年
１
月
31
日
（
日
）
／
プ
ロ
・
ア

　

マ
不
問

▼ 

写
真
規
格　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
）
判
、
縦
・
横

　

ど
ち
ら
も
可
。
た
だ
し
、
画
像
処
理
を
し
た
作
品
は
不
可

▼ 

応
募
枚
数　
お
一
人
３
点
ま
で

▼ 

応
募
資
格　
プ
ロ
・
ア
マ
不
問

▼ 

表
彰　

　

最
優
秀
賞
（
１
点
）
賞
状
・
副
賞

　

優
秀
賞
（
２
点
）
賞
状
・
副
賞

　

入
賞
（
５
点
）
賞
状

▼ 

そ
の
他　
作
品
は
平
成
27
年
２
月

　

以
降
に
撮
影
し
た
自
作
未
発
表
の

　

も
の
に
限
り
ま
す
。

　

出
展
写
真
の
版
権
は
主
催
者
側
に

　

帰
属
し
ま
す
。

▼ 

応
募
先
・
問　
さ
く
ら
湖
流
域
協
働

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
三
春
ダ
ム

　

管
理
所
管
理
係
内
）

　

☎
62-

３
１
４
５

第
３
回
「
さ
く
ら
湖
流
域
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集第２回さくら湖流域フォトコンテスト優秀賞
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℻
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○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。）

今月のバス運休日：7・14・21・28 日

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

30

4 5 6

12 1311

19 2018

25 26 27

3

108

14

9

1715

21

16

2422 23

1 2

7

28

町営バス運休カレンダー（6月）

日 月 火 水 木 金 土

29

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ ありがとう　そこから始まる　助け合い（管野夢華・岩江中学校２年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 16 ページに掲載しています。6月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶﹆
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

※平成 26 年度青少年健全育成標語入選作品

7日
14日

21日

28日

公立小野町地方綜合病院
清水医院

（ふくだや薬局）
雷クリニック
（きよはし調剤薬局駅前店）
都路診療所
（さとう薬局）

（日）

（日）

（日）

（日）

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

小野町
船引町
船引町
三春町
三春町
都路町
常葉町

☎72-3181
☎82-3535
☎86-2013
☎62-6333
☎61-1101
☎75-2003
☎77-2018

）

）

）

（

【行政相談】6 月 2 日（火）午前 10 時～ 12 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】6 月 2 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】6 月 2・9・16・23・30 日（火）
　午前９時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】6 月 11 日（木）
　午後１時～３時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口 17,074 人（-24）う
ち男性 8,313 人（-12）・女性 8,761 人（-12）／世帯数 5,546 世

帯（0）人口・世帯数

６月 30 日（火）　町県民税 第 1 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 27 年 5 月１日現在（前月比）
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歴史民俗資料館春の企画展（～6月7日・9時～16時30分）

乳がんけんしん（9時、10時、13時30分、14時30分いずれか集合・岩江センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

行政相談（10時～12時・三春町役場）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

乳がんけんしん（9時、10時、13時30分、14時30分いずれか集合・保健センター）

のびのびの日・食育講座（9時30分～11時・子育て支援センター）

議会6月定例会（～10日予定・三春町役場）

議会6月定例会一般質問（10時～・三春町役場）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

ミニシアター（10時・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分・中央児童館）

甲状腺検査説明会（10時～11時30分・保健センター）

総合集団けんしん（沢石・7時30分～9時・沢石会館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

総合集団けんしん（中妻・7時30分～9時・中妻地区公民館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

総合集団けんしん（中郷・7時30分～9時・中郷地区交流館）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

星を見る会(20時～22時・自然観察ステーション)

総合集団けんしん（平沢2区・御祭・七草木・7時30分～9時・御木沢地区公民館）

保健センター開放日（9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

料理クラブ（9時30分・中央児童館）

第18回さくら湖マラソン大会（7時30分～受付・9時50分スタート・中郷学校）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

総合集団けんしん（全地区・7時30分～9時・保健センター）

総合集団けんしん（込木・芹ヶ沢・貝山・7時30分～9時・保健センター）

16（火） 

 

17（水） 

 

18（木）

 

19（金） 

20（土） 

 

 

21（日） 

 

 

 

23（火） 

 

 

 

24（水）

 

25（木）

 

26（金）

 

27（土） 

28（日）

 

29（月）

30（火）

総合集団けんしん（元町・栄町・平沢1区・7時30分～9時・保健センタ－）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

総合集団けんしん（要田・7時30分～9時・要田地区交流館大平荘）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分・保健センター）　

総合集団けんしん（上舞木・7時30分～9時・岩江センター）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

総合集団けんしん（山田・7時30分～9時・岩江センター）

おりがみクラブ（9時30分・中央児童館）

星を見る会(20時～22時・自然観察ステーション)

育児用品リサイクル（10時～12時・駅前健康サロン）

子宮頸がん・骨粗しょう症検診（大町・中町・八幡町・荒町・北町・新町・八島台・8時～8時30分・保健センター）

子宮頸がん・骨粗しょう症検診（沢石・要田・御木沢・中妻・中郷・10時～10時30分・保健センター）

陶芸教室（9時～12時・自然観察ステーション）

保存期間満了雑誌の配布（10時～18時・町民図書館）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

就職相談会（10時30分～15時30分・まほら）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分・保健センター）　

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

保健センター開放日（9時～15時30分）

食改さんのおやつやさん（11時～・保健センター）

理科クラブ（9時30分・中央児童館）

トレッキング教室（7時～17時・雄国沼トレッキングコース）

献血車来町（14時～16時30分・町内）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

  1（月）

  2（火）

 

 

 

  3（水）

  4（木）

  5（金）

   

  6（土）

 

  7（日）

  9（火）

 

10（水）

 

11（木）

 

12（金） 

 

 

 

13（土） 

14（日）

15（月） 

 

○ 平日夜間　田村地方夜間診療所 ☎ 81-2233
※ 事前に電話相談をしてください。
○ 休日夜間　郡山市夜間急病センター ☎ 024-934-5656


